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登山中に出合った花
関根幸次

ガンゴトリからのキャラバンで花の楽園は、ポジュバスおよびナンダンバンのオアシスとヴァスキタ

ールである。とくに目を引くのはナンダンバン周辺に咲き乱れる高山植物の群落であり、ヴァスキタール

からサトパントが見られるコーナーまでが植物の分布している限界であろう。コーナーから先、スンダル

氷河サイドモレーンには植物は発見できなかった。

厳しい自然環境下で生きてゆく植物や動物の偉大さに驚くばかりである。高山植物やアイベックス（山

羊）の群がナンダンバンおよびヴァスキタールのテントサイト周辺に散歩に現れる。実に可愛らしく、狭

い草の生える場所を移動し生活しているのだろう。

コースの両側に咲く花に、緊張する身心が解放され、和らぐ気分になった。

ポリコーヌム・バクシニフォリウム(タデ科）
PoI"go"皿"zU(xcci"jん〃z"加7/25ナンダンバン

ケンデイアナ（リンドウ科）
Ge"〃α"αor"αtamI"卯7/26ヴァスキタール

:奉宇

｡#-

馨

難 磐
難を

仁
P

己

毒土
星
Ｆ
、

彦
乎
弓
４
門
Ⅱ
．

／
アナファリス・ブスア（キク科）

A"(Zpﾉtα庇sb"s皿α(compos城αeノ7/25ナンダンバン
セドム・クアドリフィドム(ベンケイ草科）

Sea""nqIJqdrMM""z7/26ヴアスキタール
削

蕊
■
埴

』
削
品

*-渋…

型職零-‘ し
醒
刊

i
孝

琴

や

県

陽
Ｐ

シレネ（ナデシコ科）
S"e"e7/|9チルバス付近

セリ科の植物
Um6e""brqe7/25ナンダンバン



胃塑弔
〆
澱
“

７
呵
〆
ｒ
』

、
『
“
竺

咽
ｆ

Ｂ
Ｐ

＃

舗
篭急

下
駒
奄

識
÷

■
“

軍蕊

i鶴 訂蕊武蔵3

プリムラ･スチュアルティ(サクラ草科）
PrimzJIqst"α『減Wq"
7/23ナンダンパン

メコノフシス･ワリッキィ(ケシ科）

〃配O"OpSIS"α〃ic""
7/24ナンダンバン

テルフエニュム・カェルレゥム

(キンポウゲ科）

Delpﾉt加z"加c(IGF･"leⅨ"’
7/25ヴァスキタール

を’

署狸

肉

E移少

彫

E

L

パルナシア･ヌビコーラ(ユキノシタ科）
Pα『"αssiα〃邸bicoIIz

8／'4ナンダンバン

インパティェンス・キンビフェーラ

(ツ'ノフネソウ科）
Impα極e"SCJ"'仇姥『a
8/'5ガンコトリー

ペディキュラリス・ロンギラローラ

(シオガマ科）

PediculqrjsIo"qj"0F･a
7/25ヴスキータール

I
■L

琴

ツ“

~＝ 鋸
．
且

執

●
参
一

〆

& p、＝
戸

ポテンティラ・フルティコーサ

PoteFE〃〃αf『皿ticos

8／'4ナンダンバン

インパティエンス・ラケモーサ(ツリフネソウ科）

Impa蔵e"sFace"zosa
8／'5ガンコトリー



序

1990年サマーキャンプ・サトパント隊ほど、いろいろな意味において{(HAJらしさ”

を発揮した隊はなかったと思われる。もちろん今回の成果は隊と隊員の努力によってもた

らされたものであるが、HAJがこれまでに派遣してきた70にのぼる登山隊の歴史の累積

と組織の理念が実によくにじみ出ていると感じられるのである。

20代から50代までの隊員が、それぞれ異なる思想と経験を持って広い地域から集まり、

一定の確認をベースにして、互いを尊重しながら行動し、共通の目的を見事に完成させた。

これは、あたりまえのように見えながらも実は重い意味を有している。私は、そこに1992

年に創立25周年を迎えようとしている本会の年輪の成長を感ずるのである。

HAJには、いろいろな人が集まっている。共通のキーワードは‘‘ヒマラヤへの憧れ”

という一点である。ヒマラヤは、大きく、広く、深い。そこでは多様なヒマラヤン．ライ

フを追求できる可能性があるはずである。そして、会員の多様なヒマラヤン・ライフが組

み合わされてヒマラヤがさらにより豊かに共有されていくのだと思う。

サトパント隊は、隊員の主体性を尊重し、それぞれの持てる力が良く引出され、それぞ

れの想いを充分に燃焼させたように思う。

サトパントは、HAJが掲げる方向のうち、“困難の追求”にも“未踏．未知の追求”

の部門にも入らないことは確かである。しかし、困難の追求の中で集積されてきた技術と

タクティクス、未踏。未知の追求の中で培われてきた研究・調査・渉外の能力、各国との

信頼関係などがこのサマーキャンプを安定的に支えていることも確かである。そして、サ

マーキャンプ°に結集した多様の人間たちの中から困難と未踏に挑戦する者も育てられてい

くのである。

HAJに豊かなヒマラヤン・ライフが築かれるためには、このような良い循環の構造が

不可欠なのである。また、このためには、自らのヒマラヤを心のうちに持ち、さらに成長

させようとするメンバーの結集と隊の運営が欠かせない。

サトパント隊は、絶妙のコンビネーション・プレーでもってこれを示してくれたと言え

る。サトパント隊は、HAJの組織とその会員に対してさまざまな意味での可能性と希望

をあらためて認識させてくれたように思える。

聖地の白い7,000m峰で苦楽を共にし、悟りを開いたとまではいかないだろうが、ひと

まわりもふたまわりも大きくなって帰ってきた隊員たち。彼らがこれからどのようなヒマ

ラヤン･ライフを創りあげていくのか、どのような輪を拡げていこうとしているのか、大

いに楽しみであり、期待をこめて見守りたいと思う。

1991年1月

日本ヒマラヤ協会

理事長稲田定菫
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第1部
敷
兄

生
ロ山報

隊長あいさつ

登山計画

行動概要

先発隊デリーへ

往路キャラバン

登山日誌

1次隊登頂記

2次隊登頂記

帰路キャラバン

サトパントの山名について

当初「サト」が数字の7であるから、サトパン

トは7つの峰、ないし7つの道ではないかと言わ

れていたが、先日来日した、インド・チベット国

境警察(ITBP)のJ.S・ヤギ氏にうかがった

ところ、サトは「真理」パントは「道」、したが

って、サトパントとは「真理への道」の意である

と教えていただいた。われわれは真理への道をど

こまで究めることができたのであろうか。



隊長あいさつ

保坂昭憲

“ガンガ”と言う言葉には、「聖なる」とか、「母なる」とか「神々の」とかいう形容

詞をつけて日本では呼ばれていると思う。しかし、インド（ヒンドゥの世界）では、ガ

ンガそのものが魂をゆり動かす響きをもった言葉であり、川とかリバーとか不用の独立し

た存在である。

その源流がゴウムク（聖牛の□）であり、ここよりガンガが始まると言われている。そ

こに管える山々が函養域となっており、すなわちガンゴトリという聖域である。

このガンゴトリ・ヒマラヤの盟主とも言われているサトパント峰は回りにシブリン、バ

ギラティ、ケダルナート、チャウカンバ、チャンドラ・パルバット、スリ・カイラス等の

峻峰を衛星峰のようにしたがえている、西部ガルワールでは唯一の7,000m台の解禁峰で

あり、人気の高い山である。

このサトパント峰に日本ヒマラヤ協会が前年のヴァスキ・パルバットに続きサマーキャ

ンプ。第2弾として企画募集したのが始まりである。全国で志ありながら仲間に恵まれない

人、山人生で7,000m峰にもう一度という人など、さまざまな思いを胸に10名の仲間が集

まったのが90年の1月であった。

月1回のミーティングで約半年間の短い出会いであったが、山頂でのお互い抱き合いな

がらの深い感動は、ドラマチックであり、その人生で一番輝いた瞬間であった。

親子ほどの年齢差（30歳）を越えたパートナー、順化できずにいる隊員にはかゆいとこ

ろに手のとどくお父さんとお母さん夜中に交換してくれた水枕とタオルの冷たさが心地

良かつた。人生の縮図をヒマラヤで見た、そんな遠征隊であった。

1人ひとりまた元の道をもどり、家族の待つ家路を急ぐ。しかし体と心にきざまれた思

い出の絆は消えはしない。来年の夏、何年か後の夏に……あのガンガのゴウムクのパー

（聖水）の壷をそっとふってみることだろう。さまざまな思い出とともに……。

今回の聖地巡礼の山旅で得た、悠久の大地での一難一難のスリルと労苦が、今後も続く

だろう山人生とヒマラヤ行にプラスになり、各隊員の精神生活が潤いあるものになれば幸

です。

また、陰でささえて下さった方々に感謝申し上げ遅れておりました報告書といたします。

御一読下さい。

-10-



登山計画

目標の山・遠征の目的

1．目標の山

インドUP州ガンゴトリ山域

サトパント峰(Mt.SATOPANTH)-7,075m-

2．登山期間

1990年7月15日～8月23B(40日間）

3．遠征の目的

サトパント峰の登頂とガンゴトリの聖地巡礼

隊の名称・構成

1．隊の名称

日本ヒマラヤ協会ガンゴトリ登山隊1990年

（英文名)HAJGANGOTRIEXPEDITION1990

（略称)HGE'90

2．主催

日本ヒマラヤ協会

THEHIMALAYANASSOCIATIONOF

JAPAN(HAJ)

3推進の組織

日本ヒマラヤ協会ガンゴトリ登山隊実行委員会

今
長遠藤登(HAJ会長）＝

実行委員長稲田定菫（同理事長）

副実行委員長保坂昭憲(登山隊隊長）

事務局長山森欣-(HAJ専務即事）

委員八木原圀明、尾形好雄、登山隊

隊員

登山隊事務局〒169東京都新宿区高田馬場3

－23－1淀橋食糧ビル506号日本ヒマラヤ協会

｡03-3367-8521FAXO3-3367-4509

現地連絡先c/oSHIKHARTRAVELS(P)

Ltd.209,CompetentHouse,F-14,

MiddleCircle,ConnaughtPlace,

NewDelhi-110001,INDIA.

331-2444,331-2666.

Telex:31－62664SHIKIN

-11-

隊員構成

隊長保坂昭憲（42歳）福島総括，渉外

副隊長関根幸次（56歳）埼玉装備

隊員遠藤京子（52歳）東京食極，気象

，，平川宏子(50歳）大阪医療

〃天城敞彦（43歳）東京食糧，記録

，，桶川和気夫(40歳）石川記録

〃滝田収（33歳）福島梱包

，，南指原さゆり(31歳）埼玉記録

〃中川裕（29歳）埼玉装備

〃後藤文明（25歳）群馬輸送

連絡官ナリン・ゴータム（28歳）ヒマチャル出

〃身、登山インストラクター

コックラクパ・タマン（24歳）ネパール出身

〃ピン・クマール（24歳）ネパール出身

キッチンボーイコモン・バードル(19歳）ネパー

ル出身

高所ポーターカラン・シン(21歳）ウッタルカシ出身

ビレンダール・シン(23歳）ウッタルカシ出身

エージェント、シカールトラベル社アレンジャー：

ラジュ（22歳）学生アルバイト

サトパント峰の概要

インド最大の州、ウッタル．ブラディッシュ(U

P)州の西部ガルワールの中心地、ウッタルカシ

から車でバギラティ河に沿って北上すると、1日

の山岳ドライブでヒンドゥ教の三大聖地のひとつ

ガンゴトリに着く。ここからさらに1日遡るとガ

ンガ（ガンジス河）の源流であるガンゴトリ氷河

の舌端が現れる。ゴウムク（牛の□の意）と呼ば

れる所からインドの母なるガンガの1滴は流れ出し、

ベンガル湾までの遥かなる万里行をなすのである。

このガンゴトリ氷河は、標高4,000m付近を末

端高度として、その幅6～8km、長さ約25kmにも

及ぶ長大な氷河を形成している。周辺にはすべて

の源である輪廻の世界のガンガの源頭として神聖

なる山々が峻立する。

サトパント峰（7,075m)は、このガンゴトリ山

域でチャウカンバ(7､138m)に次ぐ第2の高峰で



あるが、この山群の中央に位置して気高い山容を

誇っている点で、サトパントはガンゴトリの盟主

と言えよう。サトパントの山姿は、特徴ある梯形

をなしており、四方をガンゴトリ氷河とチャトラ

ンギ氷河の支氷河に囲まれた中にドッシリと鎮座

している。

初登頂は、1947年8月1日にスイスのアンドレ

・ロック隊長の率いるズッターーローナー隊が北

西稜試登の後、北稜に転進して隊長ら4名が初登

頂に成功した。

その後、このガンゴトリ山域は、軍事的な理由

によって外国隊の入域が禁止されたこともあって

外国登山隊にとっては久しく垂誕の的であった。

しかし、1979年にガンゴトリ山域が外国隊にオ

ープンされると、この独特の風貌をしたサトパン

トは、ガンゴトリのオープン･ピークで唯一の7,000

m峰ということもあって脚光を浴び、待ち構えて

いた登山隊が殺到した。そして、1981年8月25日

にオランダ隊のL.レーラーら2名が北稜から34

年振りに第2登に成功した。

行動概要

7月11日先発隊（保坂、中川)12:20(Al-301

便）成田発、デリー着21：00

12日シカール・トラベルと打合せ、荷受・

書類整備IMF、大使館挨拶等

13日通関、デポ品装備チェック、再梱包

リエゾン・オフィサーとミーティング

14日食料、装備買出し

15日午前フリー、午後クマール氏と会食・

本隊出迎え

本隊（関根、遠藤、平川、天城、桶川、

滝田、南指原、後藤）12：20発(Al-

301便）成田発、デリー着後、先発隊と

合流しジャンパス・ホテルへ

16B9:40デリー発、ルルキー、ハリドワ

ールを経てリシケシ着19：05分

17日リシケシ発11:35、ウッタルカシ着

19：05分

18日生鮮食料品買出し、ネルー登山学校挨

拶、13：00発、ガンゴトリ着19:00
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19日ガンゴトリーボジュバス(3,800m)

22日ボジュバスーナンダンバン(4,300m)

25日BC(ヴァスキタール、4,800m)入

り

28BC1(5,100m)建設

8月2BC2(5,800m)建設

9BC3(6,300m)建設

10B1次隊5名登頂(11:30)

11日2次隊4名登頂(12:00)

14日BC撤収、ボジュバスヘ

15日ボジュバスーガンゴトリ

16日ガンゴトリーウッタルカシ

17日～18日ウッタルカシ～デリー（4：30）

隊荷整理、観光、サクセス・パーティー

等ののち

21B18:05(Al-304便）デリー発

22日成田着8：30、解散



先発隊デリーへ

ビザ発給が遅れ、出発は4日遅れの7月11日と

なった。成田出発には関根さんの見送りをうけて

保坂、中川の両名は感謝の気持いっぱいで機上の

人となった。

デリー到着は午後9時。ジャンパス・ホテルに

て夜食をとったのは午後11時となった。

いよいよデリーの仕事の始まりです。しかし、

そこはインドゆえ、郷に入らばの心もこの国を旅

する者にとって大切なこと…････････

7月12日晴

シカール社へ出向き、打合せと支払いを済ませ

た後、IMFへ挨拶に出向く。通関のための書顛

の整備、大使館への挨拶を行い第1日目を終了。

リエゾンはチャンバに帰ったとのこと、モンスー

ンというのに雨のない暑いデリーでの作業も明日

金曜日に決着せねば土・日は役所クローズとあっ

て、2人分かれて作業をすることにする。

7月13日晴

中川隊員はHAJデポ装備の再梱包のためシカ

ール社のストールへ出かけ、コック2名とシカ

ール社の社員と共に汗して大体の再梱包を終わる。

私はエアーカーゴ・センターにて通関をセンタ

ー終了ぎりぎりの16時半に終え、IMFへ直ｲ丁す

る｡IMFにてリエゾン・オフィサー(L･O)

のナリン・ゴータム氏とブリーフィングを行い、

所期の目的をはたす。

夜、リエゾンに今後共よろしくということとシ

カール社の2名には本日は御苦労さんという意味

でコンノートのインド・レストランにてディナー

を一緒にとる。

7月14日晴

午前中に両名分かれて作業をする。中川隊員は

ストールで昨日の再梱包の残りを整理することと

隊員用のはがき・切手の入手のために街へ出てい

く。

私はスーパー・バザールヘデリー調達品を仕入

れにいく。リエゾンの食料の不足分をチェックさ

せる目的で彼とコックのラクパと共に出かける。

昨日、食料調達リストをチェックしておいたので
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保坂昭憲

早い。やはり生鮮野菜はウッタルカシが良いとの

ことである。ハムとか缶詰類はデリーでは入手が

困難なようだ。足が棒になるまでコンノートを

歩くが良い品がみつからず、あきらめる。（シー

クレットにシープをガンゴトリ・エリアでカット

するという話を信じて）

午後、中川隊員と共にリエゾンを伴いキャラバ

ン用のシューズを買いに出かける。日本では980

円位と見えるもので330ルピーとのこと。この

国では非常に高い感がする。本隊の酒の好きな隊

員の顔を思いうかべてラム酒を5本、75ルピーで

入手する。

すべてのデリーでの先発業務が終わり安心する。

明日はフリーとし、1日ゆっくりすることとす

る。

7月15日晴

中川隊員はオールド・デリーへ出かけていった。

私はリエゾンと2人で万博会場跡とヒンドゥ

教のテンプルヘ出かける。ヒンドゥの神々の像

と名前をチェックしながら歩くがブッダもその1

人でありビシュヌの化身とのことらしい。

午後、シカール社社長より昼食の招待をうけて

ホスト・レストランにてリエゾンとともに食事を

する。あとは本隊の到着を待つのみである。

2人の先発隊の仕事を無事終えることができホ

ッとした感じであった。

本隊がカスタムをクリアーして21時に元気な姿

をみせて、思わず「ドーモ、ドーモ」の声がかか

る。

"IMF=インド登山財団

リエゾン・オフィサー＝政府連絡官



往路キャラバン

7月15日日本出発。

出発前日の夜8時には、関根、遠藤を除く本隊

全員がHAJ事務所に集合する。飛田さん、寺沢

さん、貝塚さん、石坂さん、天城夫人が駆け付け

て下さり、遅くまで盛り上る。

二日酔いの重い体で事務所を出発。上野で遠藤

さんと合流し成田へ向かう。成田に隊荷を運んで

先に来ていた関根副隊長と合流する。飛田さん

寺沢さん達の見送りを受け、12時20分発のAl-

301便にてインドに向けて飛び立つ。

途中、バンコックに立ち寄り、21時前デリーに

到着した。機内を出るとムッとする暑さに閉口す

る。先発隊の保坂隊長と中川隊員の出迎えを受け

て、シカール社の車でジャンパス・ホテルに向か

う。ホテル着22時、日本では午前2時頃の時間、

体は機械的に動いているものの頭は眠っている状

態だ。

遅い夕食？の後、隊長より今迄の状況、明日の

予定等の説明もそこそこに就寝。

7月16日晴リシケシ入り。

デリー（9:40）→ルルキ（15:40）→リシケシ

（19:05）

快晴で迎えた早朝のインドは気温31℃、なんと

いう暑さだ。

ホテルで最終梱包後、デラックスコーチとトラ

ックで出発。バスは外見は新しく見え冷房付きか

と喜んだが、「クーラー、クーラー」の要求に

「Openthewindow｣の返事。気温はどんどん上

がり38℃まで上昇。

デリー市内を過ぎるとガンガの聖水を持ち返る

巡礼者が目につく。これはシバ神を祭る行事でカ

ワード・メーラといい、リシケシの手前ハリドワ

ールから来るとのこと。この行列は次第に長くな

り、数十kmにも及ぶ長蛇の列となる。このメーラ

（祭）のため車は迂回路をとる。

バハドラバードで最後のアルコールを仕入れる。

沐浴で有名なハリドワールに入り、初めてガン

ガを目にする。その表面のおだやかな流れの中に

うずまく聖流を見る。
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滝 田収

やがて夕暮れのリシケシヘ。

‘‘リシ”とは「聖者」、”ケシ'’とは「髪の毛」

の意味とのこと。我々は聖域に入り、出発からよ

うやく一息つく。

7月17日曇ウッタルカシ入り。

リシケシ（11:35）→チャンバー（14:30）→

ウッタルカシ(19:05)

車の通行許可がおりないのか、バスが来ない。

蒸し暑い外気に汗しているとボツリ、ボツリ落ち

て来たと思う間もなく集中豪雨。バスが到着し車

までの10m程の間に全身びしょ濡れ、車中の人に

なったとたんスコールはピタッと止んでしまった。

長い山岳ドライブが始まる。車はどんどん高度

を上げ、何個所か峠を越す。周辺の山の急斜面は

数100mの高さにわたって段々畑が続いている。

日本を発ってからインド料理に今一つなじめな

かったが、チャンバーでの昼食は割合いけた。味

はアレンジによって辛さを抑えているとのこと。

バハドラバードで買ったビールも今晩の食卓に

乗ると当分おあずけだ。

7月18日晴時々曇ガンゴトリ入り。

ネール登山学校(11:00)→リシケシ(13:50)

→ガンゴトリ(19:05)

今日は聖地ガンゴトリに入域。天城隊員はコッ

クと2人で最後の買出しに走る。隊長とL・Oは

軍、役所等へIMFよりの書類を持って挨拶に出

かける。全員集まったところでネール登山学校を表

敬訪問する。学校は高台の閑静な場所に建ってい

た。アスレチックやボルダリングがあり一時間程

過ごす。

ガンゴトリヘの道はガンガの流れを深いゴルジ

ュの中に望みながら進む。昼食時に飲んだ水に当

たったのか腹が忙しく動く。ガンゴトリに着いた

時は下痢の状態であった。

ガンゴトリは我々外人には場違いな感じを与え

る程聖地の息吹が伝わってくる。目の前にはガン

ガの流れが10m程の滝となって落ち、水しぶきを

空高く舞い上げている。このしぶきの影響か、気

温はグッと下がる。下痢気味の私はトイレに忙しく



り、ボジュバスまでの14kmのキャラバンが始まる。

キャラバン初日は天候に恵まれたものの、周辺

の山々は厚い雲に包まれたままだ。正面前方にバ

ギラティの峻峰が雲の切れ間に顔を覗かせる。

途中見かけるサドゥに、彼らの信仰への厳し

い面を垣間見る。天気も上々、道も良く整備され

て気分はトレッキングなのだが、久しぶりに体を

動かすのと高所の影響も手伝ってか、ボジュバス

のバンガローが見えた時はホッとした気分である。

明日は休養日、ぐっすり眠り疲れをとりたいので

早めに就寝とする。

体も冷え切ってしまい、最悪の状態であった。

明日から下山までの30日間、我々10名の他コッ

ク2名、キッチンボーイ1名、ハイ・ポーター2

名、L.Oとシカール社の付添人、総勢17名の生活

が始まる。

7月19日曇時々晴ボジュバス移動。

ガンゴトリ（8:40）→チルバス（13:00)→ボ

ジュバス(15:55)

下痢はおさまったものの今度は頭痛に見舞われ

てしまった。ガンゴトリの高度は3,000mである。

初期の高度障害が出てくる高さである。

ガンゴトリの寺院で安全祈願と登山の成功を祈

ノレノ、ス。
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登山日誌

初期順化期(全員順化してBC入りする）

7月19日晴のち雨、曇

朝同時にスタートした隊員もマイペースで行動

し、昼食時には合流し、チルバス（松のある所の

意）にて、早立ちのコックが無人のパッティ（茶

店）跡にて食事を作って待っていてくれる。チャ

パティーとパンとチャイで食事、南指原は高山病

のせいか横になり2時間眠る。途中雨にあったり

してボジュバス（白樺のある所の意）には早い中

川隊員が15時、遅い南指原をエスコートする形で

関根、平川両隊員が18時40分に到着した。キャラ

バン初期に不調だった桶川はパッティの飲み物で

復調。

ボジュバスではバンガローの別棟で、コンクリ

ートルームはやはり冷こみマットを敷いての滞在

となる。

不調者：保坂（ウッタルカシの病院より風邪薬

をいただき服用する。微熱）、南指原（ガンゴト

リよりスピード乗らず、胄薬にてコントロール)。

7月20日休養日

関根、平川はゴウムクヘ出かける。

遠藤、天城、桶川、滝田、中川は裏山(4,050

m)"､||旧化トレーニング（花ウォッチング)。

保坂、南指原、後藤は宿舎にて休養。

夕方、関根が頭痛をうったえる。明日3名が馬

で下へ降りることにする。

7月21日ボジュバスーナンダンバン往復。

天城、平川、カラン・シン、遠藤、滝田、中川、

後藤、桶川、L・Oの内前3名がナンダンバンに

到着し、他は途中から引き返す。

11時、保坂、南指原はコックのラクパと馬でガ

ンゴトリヘ静養のため下山する。関根は明星ラー

メンを食べて復調しボジュバスで静養。保坂は扁

桃腺炎らしく肺炎にならぬように薬を抗生物質に

代える。

保坂と南指原はガンゴトリの上の橋のたもとに

投宿する。1人1泊15ルピー。

保坂隊長が下山していった後は、今後のタクテ
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保坂昭害・関根幸次

ス、その他のもろもろを考えると不安であり1日

も早く復帰することを祈る。

7月22日晴ボジュバス(8:40)→ナンダ

ンバン(13:00～14:50)

関根、遠藤、平川、天城、桶川、滝田、中川、

後藤、L・Oは順調にナンダンバンヘ移動する。

カラン・シンはチャトラギ氷河右岸の道を整備して

くれる。隊荷はBCへ向けて搬送。保坂、南指原

はガンゴトリで静養。

7月23日小雨ナンダンバンよりヴァスキタ

ール(BC)を往復し順化をはかる。

関根、遠藤、平川、天城、桶川、滝田、中川、

後藤はBC往復する(10:05～15:00)。ナンダ

ンバンは花の楽園であり、痛む頭を和らげてくれ

た。

保坂、南指原は復調してボジュバスヘ戻る。

7月24日曇関根、遠藤、平川、天城、桶川、

滝田、中川、後藤はナンダンバンにてレスト。保

坂、南指原がナンダンバンに入り、隊員一同安心

した。早い快復も高山の経験からでしょう。全員

集結したので冷し中華で昼食をとる（久しぶりの

日本食であった)｡#{インド食になれぬ隊員は涙

もの”

7月25日曇のち晴関根、遠藤、平川、天城、

桶川、滝田、中川、後藤、L・Oはアイベックス

が群れ遊ぶ湖のほとりのバスキタール入りをする

(8:10～11:20)｡15時頃から雷とヒョウが降

り、のちに集中夕立が降る。ナンダンバンからの

荷物がバキラティ氷河舌端下を渡れず桶川、滝田、

平jllの個装が届かず。シュラフなしの夜となったo

保坂、南指原はBC往復し順化をはかる。

7月26日晴関根、遠藤、平川、天城、桶川、

滝田、中川、後藤、L・OはBCにてレスト。保

坂、南指原がBC入りする。全員体調良好にてB

C入りをはたすが、南指原はまだ食欲出ず。関根、

遠藤、平川、天城、桶川、滝田、中川は約1時間

のコーナーヘサトパント峰と面会に出かける。

“微笑んでくれそうだ”

日本を出発し、約10日目にして目的の山“サト



パント”を見たとき、「これから、本格的登山が

始まる」と眺めつくしていた。

第2期（新高度に2回トレースした者が

滞在出来る。BC～C2まで）

7月27日晴C1偵察と荷上げ(BC7:55

～デポ地9：50）。

朝ヴァスキパルバットの北面、チャトラギ氷河

対岸の山の南面下部に雪が降る。BCも霜で白く

なった。

関根、平川、天城、桶川、滝田、中川、後藤は

デポ地へ。保坂、L・Oはデポ地点(C1の1km

程手前4,930m地点）にて引き返す◎遠藤、南指

原はレスト。

7月28日曇C1(5,100m)上部偵察(BC

発7:40｡13:20まで行動)。

天城、滝田、中川、後藤はC1から右の沢を行

き登路をさぐりながらフィックスを使用して頑張

るが大クレバスに阻まれて下降する（フィックスロ

ープ6本使用)｡帰幕後、ミーティングの席で下

から丸太の荷上げが必要との声も出る。

荷上げ：関根、遠藤、桶川(BC7:40、C1

11:20～12:20、BC14:40)｡関根、遠藤はCl

へデポ地よりロープをボッカ。保坂、平川、南指

原はBCにてレスト。

7月29日晴C1荷上げ(7:50～9:30、

BC14:00)

遠藤、平川は荷上げをしBCへ。保坂はCl上

部の偵察、ルートエ作隊に中央ルートを指示する。

14：0O保坂、遠藤、平川BC帰る。

Clは、左にサトパント、右にヴァスキパル

バットを望む大氷床状氷河の末端のモレーンの上

にあり、氷河が日々とけているのがよくわかる所

である。

中川、滝田、後藤はCl移動(13:55～15:50)。

前日のロープ6Pを回収し翌日のルートエ作に使

用する。関根、天城、桶川、南指原はBCにてレ

スト。

7月30日曇C2ルートエ作。中央ルート下

部2P､上部6Pをﾌｨｯｸｽし､岩壁基部まで

進む（中川、滝田、後藤）。

保坂はC1往復し、工作隊とコンタクト。関根はコー

－1ワー
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ナーにて2時間無線待ち。14：00の交信で中川は

登はん資材の不足を伝えてくる。状態は悪いらし

い。南指原と平川はコーナーへ。

関根2時間寒気にさらされて風邪をひく。南指

原はスロースタートにて復調か？。

7月31日晴C2ルートエ作隊（中川、滝田、

後藤）の3名は岩壁を突破し、雪壁をトラバース

して大岩上のレスト・ポイントへ抜ける。6PD

ープ使用。12:30にBCへ下山を開始する。

保坂、天城はC1に移動後、岩壁基部までルー

トエ作隊とコンタクトのため登りセラック・ルー

トを偵察する(C111:10～岩壁基部12:00)。

関根、遠藤、平川、桶川はClへ移動(BC10

：25、C113:50)。南指原、L・OはCl往復。

8月1日晴C2ルートエ作隊（保坂、関根）

はセラック・ルートを通り、12Pフィックスエ作を

し、C2"N13時に抜ける。天城、桶川もロープ補

給しながらC2へ到達(C17:45，C2予定地

13:00，C115:00)。

遠藤、平川は不調にて岩壁基部まで順化行動。

南指原、L・OはC1往復。滝田、中川、後藤は

BCにてレスト。

8月2日晴C2荷上げ（関根、遠藤、天城、

平川、桶川)｡荷上げ後、関根、天城はC2上部偵

察のためlPフィックスする(C18:10～C2

12：10～C116:40)。保坂は帰路キャラバンの

ポーター・アレンジの為、C1よりBCへ下りB

Cからコックのラクパを伴いC1へ戻る。

C1移動:(滝田、中川、後藤、L・O、南指原)。

全員Clに集結しいよいよ終盤の第3期に入る。

第3期(C2～C3建設。C2には、1泊

以上の経験をし、上部ルート工作、

荷上げ、または順化行動をアタッ

ク基準とする）

8月3日晴C2移動。関根、天城、平川、

桶川はC2に移動し、2張りのテントを張る(C

19:00～C214:00)。

C2は、サトパント北稜コルより2Pほど下の

岩壁の基部にテ‘ン卜を張るが、落石と土石流の

心配があり10mほど上部にテントを移動する。高

所での作業は苦しい。



C2荷上げ、下部不用のフィックスの回収を行

い上部のルートエ作用にそなえる（保坂、滝田、

中川、後藤、南指原、L・O)｡遠藤はノドが痛

くC1でレス卜する。

8月4日晴C3ルートエ作：関根、天城

（8：00～12：00,C212:25)腐った雪に悩ま

されながら、ナイフリッジを1P登ったところで

時間切れとなり引返し（計7P)、17:00にBC

に下る。平川、桶川は荷上げの後BCへ下降｡B

C帰着は17:00｡

C2移動：保坂、滝田、中川、後藤、遠藤、南

指原。C2には早い人で13:00遅い人で16:30と

なる。L・Oは朝BCへ下山する。

8月5日曇視界きかず。C3ルートエ作：

保坂、滝田、中川、後藤。

遠藤マイペースでPlまでlll目化行動、ビデオカ

メラ1台を持つ。

保坂、滝田は重いナイロン・ロープを下部フィ

ックスに張り替え、軽いP.Pロープをトップへ

送る作業をし、P1にてトップの中川、後藤に追

い着く。次いで保坂トップ･にて中川と2P進んだ

後中川は下降。その後保坂と後藤で7Pのばし、

C3まで1P半の所でスノーバーが切れ、フィッ

クスを3本デポして下降する。

後藤も途中トップで1P延ばし、ヒマラヤのリ

ードに満足した様子。滝田はロープの補給を行う。

3名で下山途中、遠藤と合流してClまで下降す

る。中川は南指原とともにBCに下山しレストに

入る。

第1小ピークよりナイフリッジが続き、雪は東

側スナラヤ氷河側は軟雪となっており西斜面にス

タンスをおいて登る。約10Pが今ルートの核心で

ある。帰路、滝田隊員滑落し、フィックスロープ°

に助けられる一幕もあり、緊張の連続である。保

坂はルートエ作中サングラスが飛び、下山途中か

ら顔はむくみ、夜より雪盲となる(C3直下13:

15～C214:45～C117:00、BC20:00)。

8月6日晴全員レスト。

Clの4名も朝BCに下山する。保坂は目を冷

やして休養。イタリア隊がBC入りする。

BCにてミーティングがもたれた。自分から2

次隊でいいと言ってくれた中川に感謝し、アタッ
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クの布陣は決まった。夜、イタリア隊と交歓会が

持たれた。

8月7日関根、天城、桶川は闘志を胸に秘め

笑顔でBCを出発して行った(BC13:00Cl

15:00)。

8月8日晴のち曇1次アタック隊C2移動。

2次隊Cl移動。

Cl～C2間のクレバスが開いてきており、3

名以上での通過を義務づけた。

アダツク

隊長とすれば一番悩む人選である。1次隊、2

次隊。しかし今回は年齢順にならべてパートナー

が80歳以上となるように組んでみると力関係もバ

ランスのとれた良いパーティとなった。全員納得

してくれたのでひとつ肩の荷がおりた。

1次隊：保坂（リーダー）、関根＝後藤、

桶川＝天城

2次隊：遠藤＝中川、平川＝滝田（リーダー）

サポート：南指原

いよいよアタックである。2日間の休養の後、

BCをあとにする。保坂と後藤はダイレクトにC

2入りして1次隊に入った。

天候も視界はきかなかったがラッキーだったと

思う。

ナイフリッジは午後には軟雪になり、3名が滑

落してフィックスに助けられたこともあったので、

2次隊にはC3に泊って翌日下山してもらった。

リエゾンには我々のキャパシティー不足から登

頂を諦めてもらった。誠に申し訳ない気持です。

ここで登山日誌も登頂記に譲ることにする。

C1～C2のセラック帯



1次隊登頂記

8月9日、昨夜からの降雪で新雪が15センチも

積もり、今日のC3へのトレースは完全に消えてい

る。早朝、C2を出発する少し前から小雪は止み、

空は明るさを取り戻した。保坂隊長、天城、桶川、

後藤、関根の5名は第1次アタックメンバーとな

り、C3設営と明日のアタックに備え、C2を後

にする。コルからは新雪と腐った雪に足をとられ

思うようにピッチがあがらない。雪稜のトレース

やフィックスロープは完全に埋まり、再度のルート

エ作となる。雪稜はナイフリッジとなり、両側は

深く切れ落ち危険な登りとなる。保坂隊長がトッ

プでルートを延ばすが、我々4人はペースが遅れ

隊長に追いつけない。改めて隊長のスーパーマン

的力量に脱帽した。ナイフリッジの雪稜が終わり、

C3設営予定地下部の雪壁を後藤がリード､若手の

面目を保った｡C3は6,300mに造り、思うよう

にならぬ身体に腹立ちを感じながらテントを張る。

仮にこれ以上の高度で作業ができるのだろうか。

エスパースに大人5人が寝ると身動きができず、

酸欠も心配になる。私は小キジが近く、日本の山

と同じく、テントの入□に寝る。しかし、登頂を

前に興奮と疲労が重なり、横になるが寝つかれな

い。外は小雪が舞う天気で、西から風も吹いてい

る。何回となく外に出て、山頂を眺める。時には月

明りで山頂への雪面が光っている。「どうかヒン

ドゥの神よ、明日は好天でありますように願いま

す」と祈った。

8月10日、午前3時、保坂隊長のモーニングコ

ールで目覚める。シュラフの中で健康状態をチェ

ック、体温35度、脈拍80、頭痛なし、高度順化も

ベストの状態にあるようだ。しかし、朝食は和風

雑炊少々とビスケット2，3ケ食べるのみ。BC

で37度の発熱以来、荷上やルートエ作も順調にク

リアし、食欲もあった。初めて6,300mでの泊り

による高度障害から生ずる食欲不振なのだろうか。

テントの中を整理し、まだ暗い外に出る。外気は

－6℃で、高度の影響か寒さは厳しく感じられる。

まばらな星空の下でヘッドランプ。をつけ、アイ

ゼンを履きC3を後にする。東の空も幾分明るさ
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を増し、山並が雲海の上に突出している。サトパ

ントの山頂付近に、短時間であったが陽が差して

いた。C3上部クレバス帯を避け、右に迂回して

昨日張られたフィックスを2ピッチを登る。初め

のうちは蓄積されたエネルギーが燃焼し、身体に

弾みがつき順調なスタートとなる。睡眠不足も気

にせず、気分もベスト状態にあり、ラッセルで頑

張ってしまう。酸素の希薄な高所での行動は、平

地の何十倍のエネルギーを消耗してしまう。隊員

の中で弱音を吐く者もなく、もくもくとラッセル

を続けている。まず高所順応、体力、忍耐、技術

と種々のファクターが脳裡をかすめる。ラッセル

を交代し、20～30歩で前進はストップ、雪面にへ

ばりたくなるが、大きく深呼吸して自分をごまか

してしまう。

高度も順調に上げ、東の空から再度、陽差しが

我々と雪面を照りつける。少々寒さも和らぎ、暖

かさを感じる。突然に右手の小指と薬指に激痛が

走る。手袋を脱ぎ指を見ると、指先が白く凍傷の

第1期症状である。脇の下に手を入れ、体温で指

を暖めたら、次第に痛みがとれ安心する。

C3から1時間は長く感じた1ピッチであり、

日本の冬山の2ピッチに相当する時間であった。

岩が露出した平坦地で休息、東の空は黒い雲で

覆われ、陽はここまで届かない。山頂は薄くたれ

こめるガスの中に、時折り見え隠れしている。時

間の経過と共に疲労が増し、周囲の山々を見る余

裕がなくなってきた。

高度が上がるに従って行動も鈍くなり、苦しみ

だけが全身に伝わってくる。喘ぎながらの苦しい

登行だが、ラッセルされたトレースに救われる。

上部露岩帯のクーロアールで先頭に立ち、腰まで

埋まる腐れ雪に足をとられ、5，6歩のラッセルで

ダウンしてしまう。眼がしらから悔し涙がポロリ

と雪面に落ちた。保坂隊長、後藤等のラッセルは

エネルギッシュで、誠に羨ましい姿である。

山頂への道は厳しく、長い道のり、一歩一歩ク

リアしてこそ道が開けてくる。前方上部北面に長

大な雪庇が張り出し、登行を遮げるように覆って



いる。あの雪庇の奥が山頂、日本によくある「ニ

セ○○山」の類ではないだろうか。後藤、保坂、

天城は東に延びる雪庇の弱点を目指し、腰までの

ラッセルにも負けずルートを拓いて行く。

後藤が小さな雪庇を崩しながらスムーズに越し、

続く保坂隊長も同じルートを辿っていった。雪庇

の上から、保坂隊長の「山頂」とのコールがかか

る。みればHAJのフラッグを出しているではな

いか。たしかに山頂に達したことの証明である。

「登って来い」と隊長がコールしてきた。桶

川と2人でトレースを辿り、急ぎ足で細く長い

雪庇上に登った。天城、桶川、後藤と固い感激

の握手を交わす。山頂とおぼしき場所は、さらに

lOmほど東へ登ったところ。既に、保坂隊長は

フィックスロープを引き、山頂に立っていた。頂

稜はガスに覆われ視界はない。山頂に近づくにつ

れ、涙が出てしまう。保坂隊長とも感激の握手を

するが、泣けて無言の挨拶となってしまった。今、

念願の7,000m峰に立ったが、アプローチでの種

々の苦労を戦いつつ、隊長始め、隊員皆様の助言、

助力の賜ものと感謝する。今回の私は、総てが未

知の世界であり、サトパントは何登目であろうと

関係のないこと。初めてのヒマラヤ遠征で学んだ

総てを大事にし、次の踏台にしたい。

2次隊登頂記

登頂はBC出発から始まった。我々は計画に沿

って、最終キャンプC3の目処がついてから、全

員がBCに集結して休養となった。

登頂計画が発表された。1次隊5名、2次隊4

名、内訳は関根、天城、桶川の3名は、8月7日

にBCを出発して1日にキャンプを1つずつ進め

て行く。隊長と後藤は、8月8日にBCを出発し

て初日にキャンプを2つ進んで8月9日に5名で

C3を設営。8月10B5名が同時登頂の予定となる。

2次隊の構成は、滝田、平川、遠藤、中川の隊

長苦心のメンバー編成となり、こちらは8月8日

にBCを出発してキャンプを1日1つずつ進めて

行き、8月11日に登頂の予定。悪天の場合はチャ

ンス放棄のこと。

1次隊は8月9日、夜間の降雪による新雪と日

中の軟雪に悩ませられながらC3を設営。ガスの

中の登頂後C2への下山と、苦労の多い登塞とな
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ったようだ。

それに引き換え、我々2次隊は、8月10日のナ

イフリッジの通過といい、8月11日の登頂といい、

気温が少し下がり(-10℃前後)、雪の締まりも具

合良くて、歩き易く、ラッキーであった。ゆっく

りゆっくり登った頂上では、南面のチャウカン

バ方面は、ガスで全く視界が効かず、北面マナパ

ルバット方面は、ガスの間に、見え隠れといった

状況であったが、我々が登って来た氷河を真下に

眺め下ろすことができ、満足であった。

これも偏に1次隊の苦労の賜物と感謝し、狭く

て細長い頂稜で感激した。

その上、力強くて優しい若手隊員の滝田、中川

との同行で心強い限りであった。

その日はC3に泊まり、翌日全員がC1に集結

後BCへ下って登頂を終了した。

BCでのアルコールは、とても美味しかった。



帰路キャラバン

8月14BBC→ボジュバス

登頂祝で酒も飲み干し、いよいよBC撤収とな

る。「ナンダンバンからの氷河、やだなぁ」と皆

んなが言っている。しかし登頂後のウキウキした

時なので、なんとなく心から言ってなく、“何で

もこい／”といった感じに思えた。朝からガスが

かかり、小雨の降る中あわただしくパックしたボ

ックスをポーターたちが運んで行く。ポーターの

出発を見届けて、BCを出る。先に出たメンバー

は、なかなかいい足取りで歩いているようだ。ナ

ンダンバンも往路のときと違い、秋の装いを漂わ

せている。色とりどりの花も最後の力をふりしぼ

って咲いているようだった。途中、イタリア隊の

BCへ挨拶によった。ガスに隠れたシブリンを想

像しながら、最後に一目でもと思いながら氷河帯

へ入っていく。往路と違う感じのところを通り、

一部道が崩れているところもあり、さすがに氷河

は動いているんだなぁと感じた。そして、ゴウム

クに着いた。巡礼の人たちがいて、やっと人間の

居るところに来たように思えた。ここでポリタン

1杯ガンガの聖水を分けていただく。さすがに

手が氷りつくように冷めたい。顔を洗うと、身も

心も清められた？感じになった。ゴウムクからは

道も良く、軽快に歩くことができる。しかし久し

ぶりに荷物を背おっての長距離歩行だけあって、

さすがに疲れてボジュバスに着いた。ボジュバス

には､<G登鑿クラブ”の宇野さんがカゼをひいた

らしく療養におりていた。(BC発8:50、ボジ

ュバス着15：30）

8月15日ボジュバス→ガンゴトリ

今日はインドの独立記念日◎朝8時、バンガロ

ーの庭で国旗をかかげ、ラジオから流れる首相の

演説を聞く。本当にのんびりした国だなあと思う。

そして今日はキャラバン最後の日なので、皆んな

なかなか出発せず、出発したかと思うとノロノロ

わき見をしたり……。後ろ髪引かれる思いでの最

後のキャラバンになった。ふり返るとバギラテ

ィ、足もとにはガンガの流れ、そしてマンガの

主人公が飛んで来そうな谷を見ながら歩く。早く
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日本へ帰りたい気がするが、「もう少し、このキ

ャラバンが続けばなぁ」と思う気にもなる。こう

考えるのは僕だけではなかったと思う。途中、一

時流行したエリマキトカゲに会った。隊長。「お

っ、これはエリマキトカケだ」と写真を撮る。見

ると30cmほどのトカゲが脱皮して首筋にカラがつ

いているだけだった。残念？少しずつ暑くなっ

てくるが、パッティで飲む熱いチャイは最高だった。

ガンガの流れを何度も見おろし、何度も振り

返り、立ち止まってはカメラのシャッターを切る。

本当に寂しい気分になる。そのうち木々の間から

ガンゴトリの街が見えてくる。そろそろキャラバ

ンも終わる。アシュラムヘよる人、バンガローへ

早く着き、からだを洗い洗濯する人、本当に各自

キャラバンを楽しんでおりてきたようだった。イ

ンド・スタッフとガンゴトリ・テンプルに下山報

告へ行く。往路の時と違い、20ルピーぐらいおい

てきてしまった。それと、この夜はシカール社のア

ルバイト、ラジュさんの誕生日だったので、ささ

やかだがパーティを開いた。すごく喜んでいたの

でよかった。チョコレートがけの羊かん、美味で

した。（ボジュバス発8：40、ガンゴトリ着

15：20）

8月16日ガンゴトリ→ウッタルカシ

朝6時から起きてバスを待っているがまだ乗れ

ない。現在12時30分。腹もへったし、イライラし

てきた、と手帳に書いてある。ガンゴトリからは

バスのキャラバンだ。しかし道路が崩れ通行止め、

という事で途中までローカルバスでの移動だった。

ガンゴトリは今、バスを待っている人たちでごっ

たがえしている。待ちわびて午後1時すぎ、やっ

と何台目かのバスが来た。すると、我が隊のスタ

ッフたちがバスの止まらないうちに窓に手をかけ、

飛び込む準備をしている。そして、バスが止まっ

た。すごい光景を目にした。女の子までもが窓か

ら飛び込み、イス取りケームをしている。天城さ

んと2人でポカンとしながら、その光景を見てい

た。ケンカしてる人、泣いているガキ、今の日本

ではちょっと見られない風景だなぁと感心してい



た（ちなみに、日本人で厳初に突入したのは戦後

のﾘ恥"情を体験している関根さんでした－天

城）。そんなこんなで、なんとか隊員、リエゾン

は座ることができた。が狭く、きたないシートで

とてもつらかった。

ウッタルカシまであと2～3時間のところで、

シカール社のバスが来ていてそれに乗り換えて快

適にウッタルカシヘ入る。途中日が暮れた。その

夕Uがまたなんともいえず、テレビで見たような、

地平線に沈む真赤な太陽、といったふうだった。

ウッタルカシでの夕食はなんと、マトンの入った

カレーだった。ひさびさの本当にひさびさの肉と

いうので、皆んな満足だったみたいだ。

（ガンゴトリ発13:50、ウッタルカシ着19:

20)

8月17日ウッタルカシ→デリー

今日はすごい長いキャラバンだ。気合を入れて

朝6時ウッタルカシを出発したが、またもや道が

崩れていて通行止め。一度ウッタルカシヘ戻りひ

と眠りし再度挑戦。12時前に出発した。バスの中、

屋根の上、荷物で一杯で、人間の方が小さくなっ

てバスに乗っている。

「デリーに着くのは夜中だなぁ」と皆んなあん

まり気にしてないというか、落ちついている感だ

った。昼食のレストランでは映画をやっていて、

隣りの部屋は人で一杯みたいだった。バスに乗っ

ているだけでも夜は来て、腹がすぐ。夕食はなん

と、ハリドワールのチャイニーズレストランで食

べた。ひさびさの中華料理、とてもうまくまたま

た腹一杯食べてしまった。レストランを出てバス

に乗ると、「デリーはまだまだだ」と言いながら、

ラム酒がまわし飲みされる。外は日中と違いそん

なに暑くなく、窓から入る風が気持ちよく、バス

の窓から星を見ながら、ラム酒をあおる僕でした。

関根さんは床に寝ていてふまれるし、皆んなも静

かになり、僕もいつの間にか眠てしまった。なん

かすごい車内でした。デリーのジャンパス・ホテ

ルに着いて起こされた。午前4時30分だった。2

部屋に分かれ、皆んな、ドロのように眠った。こ

うして楽しかったキャラバンは、幕を閉じたので

した。（ウッタルカシ発12：00→デリー着翌日

日4：30）
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8月18日デリー雑用日

18日の朝5時に寝たのに、朝8時に起こされて、

ヒマラヤ協会の尾形さんと朝食を食べに行く。さ

すがに皆んな眠たそうだ。しかし、そんなにゆっ

くりしてられず個人装備の整理をする。臭い靴下

もシャツもそのままパッキングする。二重靴・シ

ュラフは問いので、しっかりと気をつかって干す。

さすがにデリーは暑い。昼前2班に分かれて、I

MFへの報告隊とストールへのデポ装備整理隊と、

各々出発する。さすがHAJの倉庫、過去の遠征

を物語っているかのように、きたない。すごい暑

さの中、汗だくになりながらテントを張って、コ

ッヘルを乾して、だらだらやったら終わらなかっ

ただろう、と思う。何が何んでも暑い1日た､った･

作業中飲んだカンパコーラがすごいうまかった。

8月19日デリー→アグラ→デリー

昨晩話しがまとまり今Hは、アグラヘ行くツ

アーが組まれた。バスで走ること4，5時間、

ガイドを雇って観光地へおりる。物売りがドッと

おしよせ、頭にくるくらいうるさい。それにガイ

ドが英語ときた。チンプンカンプンで、然々わか

らなかった。レッドフォード、タージマハル、まさ

に「すごい」の一言。暑い中でも来てよかった、

と昔のインドの人に感心した1日でした。

8月2011デリー・フリー

今日は全員、デリーで観光、ショッピングを楽

しむ。ジャンタルマンダルへ行ったが、頭の悪い

僕は、何が何だかわからず、頭の良い人もいるん

だなぁと、感心しっぱなしの、昨日今日の2日間

でした。そして夕食には、シカール・トラベル社

長のクマール氏宅へ招かれ、大量に飲み、大量に

食べて帰ってきた。そろそろインド料理にも飽き

がきて、早く日本食が食べたい気分になる。

8月21日デリー発

ホテルの出発が午後3時なので午前中はまだ足

りない土産を買いに街へ出る。あれやこれやで目

移りし、でも結局スカーフにおさまる。これがな

かなか色合も良く、30枚近く買ってしまった。ホ

テルへ戻ると雨が降り出し、スコールになる。デ

リーでの雨は珍しいそうだ。

今日でインドともお別れ。本当に寂しい気分に

なる。まだインドにいたい気がする。しかし早く



帰って日本食、日本酒、うまい米が食べたいが、

早く帰ると仕事が待ってる。仕事はつまらないし

……、と頭の中が輪をかけて、おかしくなりそう

だった。そんなこんなで空港へ。そこで、オーバ

ー・チャージ30k9．一瞬顔が青くなるがさすが隊

長、「OK/OK./」と係員をねじ伏せてしま

う。まいりました。それから出国審査のとき、パ

スポートの写真を見ながら、「本当に、あなたで

すか」と聞かれたメンバーが数人いたそうだ。皆

んな、すごい顔してたみたいだ。そしてなんとか

無事に全員飛行機に乗れ、遠征の思い出、お土産

をしっかりパックして、メンバーを乗せた飛行機

はインドの大きな空へ吸い込まれていきました。

8月22日成田着8：30。
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巡礼者の行列(7月7日、東方会館にて）
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一見インド美人。実は南指原嬢パパ、アショカ・ナンデイ氏と
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④隊務

⑤所属山岳会

⑥海外登山歴

①生年月日

②住所

③勤務先

隊員紹介

坂昭憲(AKINORIHOSAKA)

1948年2月 生

〒96 01福島県郡山

東北化学工業㈱郡山工場衝0

隊長、渉外

こまぐさ山岳会

1975年ヌン(7,135m)

1981年カンチェンジュンガ(8,586m)登頂

1983年ヌン(7,135m)隊長、登頂

1986年カルジャン(7,216m)初登頂

保
①
②

③
④
⑤
⑥

9人の隊員をつれ、8人を山頂に導き、無事にサトパント登山を終わらせたことは、ひとえに隊長のお

かげ。BCで秋田計上りで歌った‘‘秋田音頭”は素晴しかった。多くの海外登山と8,000mの登頂を経験し

た秀れたヒマラヤニスト。計画から実行まで化学者らしく方程式を書き、常に「申合せ事項」を確認する

慎重派。体力、判断、行動、技術と若手を尻目に難ルートをクリアしていく。小柄な中高年、どこにあの

パワーフルなエネルギーが秘められているのだろうか不思議でならない。サトパント峰ファミリーの家長、

御苦労様でした。隊長さん「ドーモ、ドーモ」。

根幸次(KOJISEKINE)

1933年10 生

〒333埼玉県川口市

㈲アルム化学麓0

副隊長、装備

わらじの仲間

1984年モンブラン(4,807m)登頂

1987年メラ・ピーク(6,654m)

1989年台湾・玉山(3,950m)登頂

関
①
②

③
④
⑤
の

わらじの仲間の創立会員であり、沢登り歴40年の生涯現役を地で行く男。□に合わないインド食にも、

正統派アルピニストの奥ゆかしさからかクレームをつけず、初期には体調を崩したが、明星のラーメン

に救われる。以来、ザックの中には心の友ラーメンがあった。普段は温厚でも登り始めると過激な面も見

せるが、周囲に気を配り、不調者には地獄に仏の有難さ。若い者とともにトップをリードし、アタック時

もラッセルに汗して頑張り、隊を引きしめてくれた。今後もヒマラヤ山行を続けるとのこと、（もの忘れ

に気を付けて）マイベースにて御活躍下さい。
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遠
①
②

藤京子(KYOKOENDO)

1938年5 生

〒520大津市

主婦

食糧、気象

京都山岳会、わらじの仲間

1968年イストル・オ・ナール(7,403m)

隊長、登頂

1974年マナスル(8,163m)総指揮

1981年ボゴダ(5,445m)隊長、初登頂

1983年チヤンラ・ヒマール(6,563m)隊長

1984年玉龍雪山(5,596m)、1985年クラウン(7,295m)

1986年マッキンリー(6,194m)副隊長、登頂、1988年ケニ(6,204m)初登頂

1989年新青峰(6,860m)隊長

③
④
⑤
⑥

経験豊かで好奇心旺盛なベテラン登山家。日本の女性ヒマラヤ登山の草分け的存在。人脈、知識も豊富

で準備段階から大いに活躍してくれた。上部キャンプ食は研究成果をふまえてきめ細かく配慮がされてい

て大助かり。キャリアとプライドをばねに、不調をおして登頂をはたす。肝臓病を克服し、今後も高所登

山をつづけるという意気も立派。でも不用意な放言癖は回りを不快にさせるだけなので少々改めたほうが

よいのでは。本来人を大切にする美質をもった人なのですから、御自愛を。

平
①
②

川宏子(HIROKOHIRAKAWA)

1940年2月 生

〒572大阪府寝屋川市

医療

大阪わらじの会

1970年アンナプルナⅢ(7,555m)登頂

1980年キリマンジャロ(5,685m)登頂

1981年CB13A(6,242m)隊長、登頂

1985年韓国・ハンラ山(1,950m)登頂

1986年アコンカグア(6,959m)隊長、登頂

1988年ニュージーランド南島ネルソンの沢、

④
⑤
⑥

1989年台湾・雪山(3,884m)登頂

アンナプルナⅢの登頂者で努力の人。身体にしみついた職業ナースは、つねに隊員に博愛の手をさしの

べてくれた。帰路ポーターが落石を受けたときの治療の手際はみこ．とでした｡(私こゞ とですが、ガンゴト

リで首が回らなくなったときの、父上直伝の指圧には涙が出ました。あの指の強さと登山のひたむきさに

ただただ感心一保坂)。

積極的に酒に手を出し、登頂祝いの酒宴では、つい多弁になり、過去のロマンスを口走ったとか。愛す

べき人で、多くのファンを獲得した。
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城敞彦(TAKAHIKOAMAGI)

1947年5月 生

〒169東京都新宿区

㈱有斐閣衝

食糧、記録

同人パイネニアソフ

1983年ヌン(7,135m)

1986年雪宝頂(5,588m)初登頂

1988年ケニ(6,204m)初登頂

天
①
②

③
④
⑤
⑥

日頃から食卓にインド料理を取り込んでいる食糧担当には、□に合わぬものはなかったようだ。4度の

HAJの遠征に参加し、雪宝頂、ゲニ峰につぐ登頂は、古傷の膝痛をおしてのラッセルによる。フルマフ

ソンの経験もあり、ちょうどランナーズハイのように、疲労感が抜けて身体が軽くなった状態での登頂だ

ったという。しかし下山では膝をかばって痛々しかった。お酒を愛する都会人。心はしっかり田舎人。何

よりも人を安心させる術を心得ているのがいい。

桶
①
②

川和気夫(WAKIOOKEGAWA)

1950年3月 生

〒92 21石川県石川郡鶴来町

のじゃⅡ麓0

記録

金沢山岳会

1979年ネパール・トレッキング

1982年インド・インドラサン･トレッキング

1986年ニューギニア・ジャヤ・トレッキング

③
④
⑤
⑥

2児の父でありながら大いなるワンダラー。苦しいときでもニコニコしていられる、ユニークなキャラ

クターの人。アタック時のラッセルではよくがんばってくれた。人生の1ページ、初遠征で7,075mの登

頂は自分の足で勝ちとったもの。あの食欲がすべての源であろう。「一生1度のお願い」と恋女房に許可

を得たというが、はたして1度でやめられるかな。冬山登山の経験が少ないことから、かなり心ない言い

方をする隊員もあったが、反論もせずひょうひょうとしていたのは心の大きさゆえだろう。
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田収(OSAMUTAKITA)

1957年3月 生

〒96 02福島県郡山

郡山ケミカル㈱衝0

梱包

こまぐさ山岳会

1988年ケニ(6,204m)初登頂

滝
①
②

③
④
⑤
⑥

インドの風土になかなかなじめなかったようだが、ひたすら黙々と行動し、陰の立役者として荷上げに

も精を出す。2次隊のリーダーとして隊員を気遣っての登頂はご苦労さん。（隊長と同じ山岳会にて、い

やな役回りが多かったとしたらスマンー保坂)。

自転車のトレーニングによる体力作りで、ゲニ峰、サトパント峰と2度とも登頂し、心配していた交通事故

の後遺症も出ず、本人が一番安心したのではないだろうか。何しろ7,000mで実証されたのだから。

南指原さゆり(SAYI_RINAJIWARA)

①1959年8月 生

②〒358埼玉県入間市東

③㈱建設企画コンサルタント麓03

④記録

⑤同人パイネニアソフ

⑥1984年ボルネオ・キナバル(4,101m)登頂

1986年キンナール・カイラス(6,473m)

入山時に体調を崩し、スピードに乗れずに苦労。食物を受けつけず回復が遅れ痛々 しかったが、本人は

いつも平常心を心がけ、回りが気づかうほと､でもなかつたかのごとく、ケロッとしていた。自然態で山に

接していたのであろう。順化の後C2まではこぎつけたが、アタックには間にあわず、サポートに回り、

Clでトランシーバーでアタック隊の行動を記録してくれた。2度目のインドということで、街の歩き方も、

カレーの食べ方も絵になっていた。
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中
①
②

川裕(YUTAKANAKAGAWA)

1960年8月 生

〒359埼玉県所沢市

ルナ・ビルメンテナンス画0

装備

明大駿台山岳部OB会

1981年ガンガプルナ(7,454m)

③
④
⑤
⑥

準備段階の事務、先発隊としてデポ品の再梱包、初期のルートエ作、リエゾンの説得等々 と、今遠征で
は一番苦労の多い仕事をしてくれた。頭の回転が速いためか、思い込みで早卜チリする場面もあり、今後

の課題でしょうか。機関銃のように知識が飛び出していたのには一同感心。体力、知識も十分で、力の出

せる大きな遠征隊に恵まれれば、一層力を発揮できるでしょう。それとも自分でデザインして登山するの
か？期待しています。

後藤文明(FUMIAKIGOTO)

①1965年5月 生

②〒302 茨城県北相馬郡守谷町守

③明星電気㈱守谷工場麓0

④輸送

⑤境町山の会

⑥1987年フ・モリ(7,161m)登頂
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最後に参加を表明した最年少隊員。準備段階でのコミュニケーション不足が心配されたが、持前の若さ
と吸収力でクリア。初期順化は必ずしもよくはなかったようだが、自己管理能力もあり除々 に調子を上げ、
荷上げ、ルートエ作に頑張ってくれた。瞬発力も体力も豊かな彼を、高齢の隊員たちはうらやましく感じ
たものだった。皆より好かれる素直な青年で、ビッグExp.も控えており、今後の日本のヒマラヤ登山を
リードする可能性も秘めている。長く見守っていきたい。

(文責保坂、関根、天城）
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リエゾン・オフィサー

ナリン・ゴーダム(28歳）

登山インストラクター

コック

ラクパ．タマン（24歳）

ハイポーター

ビレンダール．シン（23歳・左）

カラン．シン(21歳・右）
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シカール・トラベル社アレンジヤ

ラジュ（22歳）学生

コック

ビン・クマール(24歳）



遠征をおえて

この遠征隊は、’0名中9名の登頂という成果に

て終わることが出来た要因の中に、ビザ発給の遅

れなど前途多難の舟出がありながら、隊員一同が

状況変化の早いインドで感謝の気持ちを忘れずに

対応できたことと、このトラブルでいかに多くの

方の努力があって成り立っている隊であるかを認

識できたことだと思う。

その人々の陰の祈りにささえられた隊であった

と思う。

最近忘れがちな言葉に「遠征隊は出発できれば

8割は終わったようなものだ」と言う昔の言葉が

本根の心境でした。

祈りにも似た気持ちでインド大使館に通った日

々、尾形さんに始り、山森さん、田中(祥)さん、

クマール氏、IMF、クエストの方、多くの方が

アクションを起こしていただき、最後は稲田さん

の電話が効いたと聞いております。

隊員に一言｡3度目のインド遠征にて我流に遠

保坂昭憲

征論を飲みこんで、勝手を押しつけたとしたら本

人の気づかないことにて容赦願いたい。

もう少しゆったりした心で楽しんでもらいたい

と思うが、隊長も必死でC2ではあせっていたの

で思わず前に出てしまった。何だか自分がやらね

ばと思ってしまい………。

ただ言えることは、チャンスは大切にしたいこ

ととヒンドゥの神々に“登らさせていただく”

ということの裏には、登る側の気構え、心構えが

必要であり4,000mの初期の順化期にはのんびり

構えていても熟した状態では、集中した力が必要

だと思う。

ラッキーにも天候に恵まれ、隊員の謙虚な山に

向かう姿勢のおかげで無事帰国できたことと今遠

征隊に物心両面で協力していただいた方々に感謝

の気持ちを申し上げます。本当にありがとうござ

いました。

初めての遠征に参加して

慌しく成田を飛び発ち、インドヒマラヤの地に

近づくことになった。デリー空港には保坂隊長、

中川隊員の出迎えを受ける。ビザの発給のトラブ

ルで日本を発つのが遅れたが、隊荷の通関および

その他の用件もクリアし、明日の出発を待つばか

りと聞き安心する。

翌朝、暑いデリーを逃れサトパント峰を目指す。

車中から総てが新鮮な映像になり目に入り、平原

から山岳へと風景は変化する。

リシケシ、ウッタルカシ、ガンゴトリとガンジ

ス河沿いの道を、バスは喘ぎながら急坂を登って

行く。狭い谷間の段々畑では日本の千枚田を思い

出す。整然とした幾何学模様が素晴しく、人々

の生活の困難さを知る思いがした。そこにはガン

ジス河とともに生きるインド国民の、他国に敗け

ない信仰心の強さを改めて感じる。

今、こうして現実のものとなったヒマラヤの登
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関根幸次

山遠征が、熱気旺盛なときにできなかったかと悔

まれてならない。悔いのない人生を送ろうと、常

日頃モットーにしていたが、ヒマラヤの山だけに

はどうすることもできなかった｡

ヒマラヤ遠征は中高年になってもできると、自

分自身を慰めながら50歳が過ぎてしまった。この

遠征に対し年齢と体力が最大のハンディとなるこ

とを恐れ、参加の意志も決まらず悩んでいた｡参

加隊員の中の遠藤、平川の両名は中高年の域に達

し、今なお海外の登山に情熱を注いでいる。また、

両人共に海外遠征の経験も多く、頼れる隊員であ

る。

とくに遠藤隊員は同じ山岳会の仲間で、山行や

集会でヒマラヤ遠征のイロハの話しをしてくれる。

「関根さん、ヒマラヤへ行きましょう｡それだけ

の体力があれば大丈夫ですよ」と勇気づけてくれ

た。そんなおりに、HAJのサトパント遠征の募



集があり、家内も「今まで遠征隊を送るばかりだ

ったが、こんどは会から送られる身になったら…

…」と言ってくれた。会社も幾分安定し、社員も

留守中は頑張って守りますよと言う。有難いこと

である。

遠藤隊員も「関根さん、7,000m峰を経験する

絶好のチャンス、是非参加しましょう」と誘って

くれた。

私にはヒマラヤ登山の経験はあるが、遠征とい

う大きなイベントではなかった。保坂隊長は

8,000m難ルートのサミッターで、海外登山も数

多く経験されている。サトパント峰への参加を決

めたが、不安の方が先行してしまう。

1．公募の寄集めでヒマラヤ7,000m峰の登山が

可能であるか。

2．隊員1人1人が未知数であり、約40日間の

生活を共にできるだろうか。

3．あまりにも年齢の差があり、若い隊員と体

力的に行動を共にできるだろうか。

4．年代による、登山観、登山方法のギャップ

を縮めることができるだろうか。

5．日本での登山テクニックが通用するのか。

高山での氷や雪のテクニックは。自然環境

の相違は。

6高山での生活、高山病対策等。

サトパント登山参加も数々の疑問点を残したま

まスタートしてしまった。しかし、前に掲げた各

項目は、日本での集会や合宿を繰り返すに従って、

お互に理解し合うようになった。

また合宿の中で隊員相互が知恵をだし合い、隊

長の「申合せ事項」を徹底させて、不満のない遠

征隊を目指す、ファミリー登山的発想がよかった

と思う。

過去に海外遠征報告書は何百冊と世に出ている

が、読むだけで、何やら実感として受け取ること
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ができない。報告書を読むことは机上のものにす

ぎず、リアルに伝わってこない。

フランスの登山家で、アンナフ°ルナの初登筆者

モーリス・エルゾーグの『処女峰アンナフ°ルナ」

でヒマラヤ登山の現実を知り、次々と出版され

る登山記を読むにすぎなかった。福島県の片田

舎でヒマラヤ登山記を読んでも“用語”すら理

解できなかったのを思い出す。ヒマラヤ登山記録

を何十冊を読んでも“絵に画いた餅”にすぎず忘

れた存在となっていた。海外の登山を志するうち

に、“より困難さを求め”未知の沢登りに徹する

ように変化したのである。

しかし、今度のサトパント遠征は準備段階で、

難関は総てアレンジされ、エスカレーターに乗っ

た登山気分になった。実際に登山活動に入れば、

総て自分の体力で行動する以外に考えられない。

保坂隊長の豊富な海外登山の遠征論、登山および

インド等の知識を吸収し、自分の身体に教えこん

でいった。また時には隊員からも各自の持つ経験

を借り、自分が対処する難問を解決していった。

とくに氷河の登山対策、高山病および高山病以

外に起こる下痢、風邪、発熱、胄炎等は、海外遠

征経験隊員の的確な判断に助けられた。

看護婦経験の平川隊員のアドバイスに助けられ、

ある程度自己管理できた点は有難い。

高山病、どくに頭痛に関しては初期症状で回復

できたのも、日程にゆとりがあったからだと思う。

今回の遠征に際し、前記のように、数々の心配こ、

とが山積され、頭の中は混乱し悩む毎日であった。

登山活動に入り、日一日と仲間意識力j強くなり最

高のファミリー登山隊になってきた。お互の苦し

みを乗り越えて、ひとつの山頂に協力し合って立

てたことは、最大の喜びであった。保坂隊長およ

び各隊員、この登山に御協力下さった方に厚くお

礼申し上げます。



50代の7,000m峰登頂

関根（56歳)、遠藤（52歳）、平川（50歳）と

3人の50代隊員も、若者に混じって幸運にもサト

パントの頂きに立つことができた。

山森専務理事の宣伝がよろしかったのか、ちょ

っとした新聞記事になったが、今年はすでにプレ

モンスーンの8,000m峰シシャパンマに、京大医

学部の60歳コンビ斎藤、中島両ドクターが登頂し

て世間をアシと驚かせた快挙力§あったばかりだか

ら我々の登頂などニュースになるとは思っていな

かった。ところが、山森さんの精密なコンピュー

ターには50歳以上日本人の7～8,000m峰登頂者

はまだ6人しかインプットされていないという。

列挙してみると、

1．三角朗、’88年、レーニン峰(7134m)

2．嶋村芙美江、’89年、レーニン峰

3．井上博之、’89年、ハンテングリ(7010m)

4斎藤惇生、’90年、シシャパンマ(8012m)

5中島道郎、'90年、シシヤパンマ

6．鈴木孝雄、'90年、カッシャブルムⅡ(8035m)

確かに50代のヒマラヤ登山はまだ珍しい現象な

のだ。けれども今後はますます盛んになるだろう。

運動不足、過労、飲みすぎ、栄養過多に陥りがち

な危険な40代を賢い健康管理で無事に乗り越えれ

ば、50代の高峰登山は可能だと実証されはじめた

ことは、働き盛りの年代には大きな励みとなる。

とは言っても、高齢者にはリスクがつきもの。

1つまちがえば、大事になるのだが…････

今回のサトパント登山で高齢者の登頂が成功し

た要因をあげてみよう。

（1）同年輩が誘いあって、3人連れだって参加

したこと。登高スピードが遅くても仲間意識で互

いにかばいあえる。元気な若者の中で無理をした

り、孤独、疎外感を味わうことがない。

（2）3人の実年組が参加した時点で、プランナ
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遠藤京子

一の尾形さんが、登山期間を30日から40日へと長

くしてくださったこと。BC(4,800m)までの一

番重要な初期高度lll目化がうまくいった。3,800mで

3泊、4,300mで3泊したゆとりあるキャラバン

日程のおかげで、元気にBC入りできた。

（3）尾形さんが、ハイ・ポーター2名の雇用を

すすめてくださったこと。ウッタルカシの2人の

若者はC2までの荷上げにパワーを発揮したばか

りでなく、隊員の安全にまでよく気遣ってくれた。

隊員は、ルートエ作中以外はほとんど個人装備だ

けで上下でき、体力の消耗をおさえられた。

（4）高齢者が、気苦労の多い隊長職や先発隊員

を務めなくてよかったこと。低酸素の中で登下降

することだけでも問題が多い高齢者は、気苦労や

ストレスを避けた方がよいと、前年の新胄峰で実

感した私には、実に気楽でありがたいことだった。

（5）なんと言っても、すばらしい若者たちと一

緒に楽しく登れたことが一番の成功の要因だろう。

頑張り家の保坂隊長、うまい手料理を作ってくれ

る天城食糧係、CleanBCに精を出す桶川隊員、

いつも弱者に思いやりを忘れない中川、滝田の力

強い30代パワーと、年長者の話をとても素直に聞

いて積極的に吸収してゆく末頼もしい25歳、後藤

君、苦しい高山病を耐えぬいた笑顔のかわいい南

指原嬢、みんないい人たちだった。

（6）もう1つ付け加えるならば、50代の3人が

いずれも、長く登山を続けてきて、今なお現役登

山者であること。自分の体をよく知っている上に、

さらに出発前には、健康診断を受けて安全を確認

し、2度も富士山頂で宿泊して高度順化をしてゆ

く周到さ。そして現地登山中の自己管理のうまさ。

とくに、キャラバン中のゆっくりした登高スピー

ドがよかった。('SlowandSteadyWintheRace"



ガンガの聖水

うだるような暑さのなか、10時前にマイクロ

バスでデリーを出発して、1，2時間たった頃だ

ろうか、派手な装飾をほどこした天秤をかついだ

人々が歩いてくるようになった。はじめは何か物

売りかと思っていたが、徐々に人々の数が増えて

くる。やがて彼らはガンガの聖水をくんで帰る巡

礼者だと分かった。

今日通過するハリドワールという聖地で祭があ

り、そこから歩いてきたらしい。ここから250km

はある。バスの中ですら37，8度はある。陽の当

たるアスファルトの道はいったい何度ぐらいある

のだろうか。そこを黙々と歩いてくる。ほとんど

男性、9割ぐらいはゴムゾウリか簡易な靴、1割

ぐらいは裸足。飾りも大小さまざまだが、色はほ

ぼ赤。よく見ると前後にシヴァ神などの絵と、も

のを収める箱があり、その中に壷に入れた聖水が

入ってるらしい。

バスは途中で混雑を避けて脇道へそれたが、ハ

リドワールに着くまで行列は尽きることはない。

やがて夕暮れ迫まるハリドワールヘ。このあたり

ガンジス河はかなりの水量だ。水はおよそ清流と

はいえない。しかし対岸のガート（沐浴場）は、

移しい数の人々が群れている。ここで沐浴し、水

をくんでああやって歩いて帰るのだろう。

彼らにとってガンガの水は尊い。家に祭って拝

む。病気のときには飲む。傷につける。死に水に

も使うかもしれない。ガンガの水は腐らない。

ハイドワールから上流、今回のアブ°ローチは宗

教色が濃い。車で入れる最奥の集落であるガンゴト

リは巡礼たちの宿泊施設が整い、サドゥー（行者）

が修行している。ガンガの源頭はガンゴトリ氷河の

舌端で、ゴウムク（牛の□）といい、氷河の下を流

れてきた水が勢いよく噴出している。およそ日本の

川の源頭とは趣きがちがう。ここにもパパ（修行

をつんだ行者）が暮らす。まさに聖地である。

では、ガンガにまつわる言伝えではどのような

ものなのだろうか。
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天 城敞彦

「昔、アョーディヤー国に、サガラという王がい

た。王には、6万人もの息子がいたが、息子たち

は、聖者カピラ仙の怒りにふれて全員焼き殺され

た。そして、遺灰は、地中深く埋もれたままだっ

たので、魂もうかばれずに、地下に閉じ込められ

ていた。彼らの魂を救う道は、ただ1つしかなか

った。それは、天界を流れるガンガーを地上に降

下させ、その河の水で遺灰を清めることであった。

ガンガーを地上に降下させようという努力は、サ

ガラ王をはじめとして代々続けられていた。しか

し、バギーラタ王が現れるまで、誰1人として、

その努力を実らせた者はなかったO･

バギーラタは、サガラ王から数えて、5代目の

王である。彼は、先祖代々の悲願を成就させるた

め、厳しい苦行に励んだ。そしてついに、ブラフ

マーネIIIから、ガンガーを地上に降下させてもよい

という許しを得た。

しかし、ガンガーを、なんの準備もなく降下さ

せるには危険があまりに多すぎた。というのは、

降下の際の衝撃で、地上が大混乱に陥る恐れがあ

ったからである。地上への被害をくいとめるため

には、ガンガーを受け取めてくれる者が是非必要

であった。そして、この難事業をひきうけること

のできる者は、シヴァ神しかいなかった。そこで、

バギーラタは、再び、長く厳しい苦行に励みつつ、

ガンガーを受けとめてくれるようシヴァ神に祈っ

た。シヴァ神は、その苦行に感銘して、願いを聞

きとと．けた。そして、天界から降下してくるガン

ガーを、地上で待ち受け、髪の毛で巻き止めたの

であった｡

このような努力の末、地上に降されたガンガー

は、地下にまでも流れ込んでいった。そして、サ

ガラ王の息子たちの遺灰は、洗い清められ、魂も、

めでたく昇天していったという。」

（『ラーマーナヤ』1,38-43．引用は立川武

蔵ほか『ヒンドゥーの神々」せりか書房,1980年，

209～210頁による）

シヴァ神が天界から河の水を受けとめていると

ころがゴウムクとなれば、それより奥はすべて天

界ということになろうか。ヒマラヤの山々が人々

によって天界と映ったのも、ガンゴトリを出発し



てすぐに、雪白き高峰を目にしたときの神々しい

までの感動を思えば容易に納得できる。ゴウムク

からガンゴトリ氷河を遡るとすぐに右側にシヴァ

神から名をとったシブリンがそびえ、対岸にはバ

ギーラタ王から名を借りたと思われるバギラティ

が対時する。

ガンガを地上に降ろした理由が、焼かれた王子

たちの遺灰を水に流すことによって昇天させるこ

とにあったことは、今日でもインドの人々が、死

体を焼いてガンガに流すという習俗と結びついて

いるのであろう。

流された灰はやがてベンガル湾にそそぎこみ、

水蒸気はモンスーンとなってまたもとのガルワー

ルの山々に雪を降らす。その雪が時間をかけてや

がてガンガの源流の水となる。

われわれは、なんと雄大なところへ足を踏み入

れてきたのだろう。

7,000m峰ファーストExp.

サトパント峰(7075m)登頂後の帰路キャラバ

ン中、フシと自分が風になったような一瞬力:あっ

た。道端の石ころに体温を感じたり、樹々の話し

声が聞こえるような気がした。

風が動くのではない

動くから風と呼ぶのだ(17.Au9.1990)

1979年、初の外国旅行でシッキム奥地行の許可

が得られず、ネパールへ転進する。ボテ・コシを

遡りナンパ・ラを経て当時未解禁であった中国領

チベットを覗く予定であったが、これも不許可

になり、隣りの谷、ドウド・コシからゴジュンバ

氷河に入って近くの無名峰(5,800m)へシャトル

・ピークと名付けて登る。雪に埋もれた最奥の氷

河湖ドン・ラブシャンから望むチョー・オュ､－

(8.201m)の輝きがいつまでも心に残り、帰国後

は日本人初登頂を狙って画策する。そのトレーニ

ングとして、1982年にインドラサン(6,221m、イ

ンド・ヒマチャル・プラデッシュ)、1986年にプン

チャック・ジャヤ(5,010m、インドネシア領ニュ

ーギニア）へ出掛けるがいずれも敗退し、いつの

間にか計画そのものも頓挫する。失敗続きであっ

た。ずっと独りで行動していた報いかもしれない‘
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サトパント峰の山容は、チョー・オューと似て

いる。ガンゴトリ山城の最高峰はチャウカンバ峰

(7,138m)であるが、父なるチャウカンバ、母な

るサトパントと比較形容して良いであろう。サト

パントExp・はひとつのチャンスであった。しか

し、自分はクライマーではなくツーリストである

と思っている。体力、技術にも不安はある。チー

ムワークスも心配だ。だが、7,000mの高さを極め

ることで自分をも高めはしないだろうか。悩み、

迷ったが、案ずるより産むが易しであった。素晴

らしいメンバーと素敵なスタッフたちのお陰で、

漸くサミットを踏ませて戴くことができた。私の

7,000m峰ファーストExp.にどうもありがとう。

ヴァスキタール(BC)で職の黄色いカラスに喜

々とし、星夜、バギラティ峰の肩に掛かる月の光

に涙する。沢登りや山登りをする人は、言い換え

れば源流や山頂に魅せられる者は、見かけによら

ず寂しがりやで甘えん坊が多い。原初志向、胎内

回帰本能が強く、自覚如何に拘らず、自分が未だ

空気や水であった頃の思い出を忘れることができ

ないでいる。私も、その一員であろうか。空気や

水から生まれ空気や水へ還るまで、山歩きを続け

たい。



'90印度日記

7月8日、灼熱のデリーに居るはずの僕が、東

京九段の冷房の効いた広いロビーに居た。ビザ担

当のおねえさんと次におばさまと話をする。我々

のビザはまだ届いていない。他の登山隊の発給状

況は、の問いに、そおいえばと、おばさまがテレ

ックスルームに行き、メモを持ってきた。それは

3週間前に発給された、我々よりも後に申請され

た登山隊ビザであった。エージェントの話では、

インド本国ではすでに我々のビザを出した、と言

っているらしい。テレックスで3週間、考えてい

たよりもインドは遠くにあるらしい。それともイ

ンド数千年の歴史のなせる技か。

翌々日、特別措置により我々はビザを手にした。

イタリア隊の中に1人、日本人がいた。俵くん。

僕と同齢、人生の半分をイタリアで過ごしたため

に、日本語の方がたどたどしい。彼とステファン

のパーティーは、僕たちより1日遅れの12日に頂

に立った。我々がヴァスキタールを離れる日、彼

は1枚の紙きれに日本の連絡先を書き、帰ったら

ここに電話をして欲しいと僕に言った。僕は快く

引き受けた。

日本に帰って2日後、彼のやさしそうな母上と

電話で長い話をした。ふと、その紙きれの裏を見

ると、それは、ローマ空港での買物のレシートで

あった。28-07-90、この日は、我々が初のCl

滞在をした日である。

帰路、ローカル・バスでガンゴトリをたった我

々は、ウッタルカシに着く前にシカールの「デラ

ックス・コーチ」と出合った。バスの窓から出し

た僕の手と、コーチの運転席から延ばされた手と

がすれちがいざまに、バチンノとあいさつを交わ

した。

「日本の車は、この国のラフな道には少し合わ

ないんだ。だから僕は色々工夫をしているんだよ｣。

ドライバーは僕に説明してくれた。そしてそれは

前輪右のスプリングが1枚折れ、大きく傾いた車

体を、道端に転っていた木片で補強するという、
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大胆不敵なものであった。ドライバーの技術を僕

は信じていた。けれどもウッタルカシまでの荒れ

た山岳ロードで、時たま僕は何かを握りしめずに

はいられなかった。

その日、当初の予定では朝5時にここガンゴト

リを発つ予定であった。ところが、大きな荷物を

多くかかえた我々は、ローカル・バスから乗車を

拒否された。昼食はやたら辛いカレー、そこへま

たバスが着いた。土砂崩れで足止めされていた人

々がどっとそれに群がる。乗客が降りる前に窓か

ら人が入っていく。僕はただ莊然とそれを眺めて

いた。すると、ハイボー･ターが僕を呼んでいる。

あの混乱の中で、我々のシートの確保に成功した

のだ。僕等も窓より車中の人となった。ここイン

ドでは、人生はバトルである。

8月15日、昼食の後、何人かと話をしていると、

コックのラクパが、「カンツァサーブもチョット｣。

この前、ポーターが落石を受けたときも彼はこん

な風に僕を呼び出した。一瞬ドキッとした。5分

後、2人は雑貨屋のカウンターにひじを着いて考

えをめぐらせていた。「エッグナイネ」ラクパは

悲しげな声をあげた。今日はシカール・スタッフ、

ラジュ君の誕生日。お祝いをしようとラクパにケ

ーキをたのんでおいたのだ。ところが、土砂崩れ

で1週間以上物資の届かないガンゴトリの街で、

卵を売ってくれる店はなかった。無い知恵を絞っ

た結果、クッキーをチョコレートでくるみ、コン

デンスミルクで字を書いた。ナイフとフォークで

「ケーキ」を配るラクパは「ヨクナイネ」と腕が

ふるえなかったのｶﾐとても残念そうであった。け

れどもラジュ君は、目をうるませて感激してくれ

た。

さあ、後はもう駆け下りるだけだ。心配された

ナイフリッジも終わり、C2で軽い食事と撤収を

済ませた2次隊は、前日のアタックの疲れもなん

のそのBCへの下降を開始した。僕も結構重くな



ったザックを背負い歩き出した。少し下ると、イ

タリア隊の2名が登って来る。そして次にわが隊

のリエゾン君も登って来た。出迎えにしてはちょ

っと変だな。どこへ行くんだ。サミット。え／ち

ょっとまて。我ながら良くぞ、と思う程に僕のハ

チャメチャな「英語」は途切れなかった。降りて

くれ。オレハノボル.ノリエゾン君もゆずらなかっ

た。Clの隊長と交信しながらの説得工作、一緒

に降りよう。イヤダ、オレニカマウナ／しかたな

く、イタリア隊のテントまで登り返す。そして、

そこで事情を説明し、リエ､ﾉゞン君を残して僕は1

人で降りた。ザックの重みが増していた。気がつ

いたら3時間も話をしていた。C1には、全隊員

が待っていてくれた。とてもうれしかった。夜に

なったら、リエゾン君もBCに降りて来た。

8月11日、12:00、2次隊も頂に達した。頂稜

に出たところから、左手に20m程いった所の方が

高そうなので、そこまでロープを延ばす。，次隊

のトレールもそこまで続いていた。その先は、雪

庇の発達したリッジが続いており、ここよりはいく

分低い。振り返れば、西峰へ延びる反対側のリッ

ジも徐々に高度を下げている。ここが頂だな、と

思いながらあまり感慨はなかった。白いガス中に

消えている頂稜の先が、とても気になった。

僕がヒマラヤの地を初めて踏んだのは20歳だ､っ

た･それから10年を経て、踏み出した1歩の喜び

を感じたのは、日本に帰ってしばらくしてのこと

だった。短い期間に多くのことがあり、楽しい日

々であった。やはりヒマラヤはいいよな、と心よ

り感じ、気になって仕方のなかった頂稜の彼方は、

中国は四川省であったのだ、と知った今日この頃

です。

最後に、とても元気であった、中高年の皆様に

深く感謝します。はっきり言わせてもらって、今

どきの若者より、とても、とても元気で、欲が深

い皆様に負けないように、頑張って国内に、海外

に、山に登ろうと思っています。

遠征を終わって

最後のフィクスロープをつかみ、顔を上げると

頂稜が目の前に迫ってきた。小さな雪庇を乗り越

すと南面の急斜面が足下に切れ落ちている。これ

以上高い所はない。

2度のHAJの遠征で2度とも山頂に立たせて

もらった。初めての遠征にしる今回にしても私は

隊長、そしてメンバーに恵まれた果報者だ。初め

てのときは何もわからぬままに参加し、何かと教

えていただき、楽しむこともできた。それは強烈

な印象として残っている。そしてあの感動をもう

一度、インドは素晴しい処と聞き、できたらイン

ドヘという想いでいたときこの計画に乗った型で

あった。そう、まさしく乗つかったのである。

今回で2回目,'でもあり、自分にできる仕事もあ

るだろうと考えていたのだが、前回のメンバーの

遠藤さんと天城さんも参加すると知り、心強く感

じた。そんな気やすさも手伝ってか、10人の中に

あって自分は何ができるのか、初めから模索して
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いる間に終わってしまった感じである。遠征は成

行裡に,終わったものの自分の役割ははたせたのか、

そんな自己反省を強く残した。

さらに2次隊のリーダーを引き受けたものの私

の力不足でその役目も果たせなかった。アタック

後はC2まで下降の予定である。しかしアタック

の移動時のC2で、遠藤さんより「C3に泊まるこ

とも考えられる。その分の食糧を上げる必要があ

る」との意見。それはアタック後にC2までの下

降は高所のC3に泊まるより危険ということにな

り、結局2次隊はC3に泊まることになる。この

判断によって2次隊は無事安全に下ることができ

たのである。

私にとって反省させられることの多い遠征であ

ったｶﾇ、精神的にも余裕がなく、思うように動け

なかったのも事実である。

ところでインドに行った人には、そのインド観



について「インドほどおもしろく、魅力的な国は

ない」と言う人と「インドはどうもにがてだ、も

う2度と行きたくない」と言う人に極端にその意

見が分かれるそうである。

私の今回のインド滞在の場合、どちらかと言う

と後者のようである。「もう2度と…･･･」とまで

はいかないまでも、それほど魅力的な国とも思わ

れなかった。

インドの一部分、それもたかだか1ケ月余りの

滞在で半月以上を山中で過ごし、言葉の障害もさ

ることながらインド食にどうしても馴染めずにい

たからなのだろうか。

登山活動中は下に降りたくないという意識も働

いた。ハイキャンプでは日本食が食べられるので

ある。それでもBCに降りてからは食わねば登れ

ぬとけつこう腹に押し込んだ。

山を終わってみると他のメンバーの3k9やせた、

5k9減ったとの話しに、インド食が□に合わぬと

いいながら私の体重はそれはと変わってはいなか

った。これはいったいと､ういうことなのだ。

今度行くときはインドのその素晴らしさをじっ

くりたんのうしてきたいものだが……。

聖地にて

ええ、やり残したことが2つありました。イン

ドには、ガンジスと呼ばれるとても大きな河があ

って、ヒンドゥ教（インド教）の人たちは「聖な

る流れ」あるいは「母なるガンジス」という言葉

で表しています。そして、その源流は「命の始ま

る場所」すなわち聖地とされて、一生に1度は訪

ねるべき境界であると言われています。我々の登

山隊は、この聖地を通って氷河を越え更に上流へ

奥地へと向かう訳ですから、何とバチ当たりなと

言われるかもしれません。

最奥の聖地は、ヒマラヤに降り積もった雪が氷

河となり、氷河末端（舌端）から解け出した水が

大きな流れとなる地帯で、ゴウムクと呼ばれてい

ます。細かい砂を含む為か、源流にも拘らずその

流れは濁っています。岩と氷だけの荒涼とした場

所ですが、付近の洞窟や河原には行者や僧が仮住

まいをし、巡礼者がよく訪れています。ここへ来

て知ったことがあります。更に奥地にタポバンと

呼ばれる密かな聖地があって、そこは花が咲き乱

れ澄みきった小川が流れ、小烏が舞い歌う、まさ

に別天地である、と。母の懐に抱かれた赤子のよ

うに、ここにいるだけで心は安らぎ、求めるべき

何ものもない。天の園のように、浄土の境地のよ

うに……。

先に、やり残したことが2つあったと言いまし

た。その1つは、タポバンを訪れることです。も

う1つは、行者や僧と会ってじっくりと話を聞く
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ことです。しかし、登山行動中はその余裕はあり

ません。タポバンについては、途中で出会った日

本人トレッカー池田秀一さんより、行者や僧の話

については少しの時間であったが談笑できたアシ

ョーカ・ナンデイ氏より、想像の翼を広げてみた

1，

Vﾛ｡

聖なる空間は神が欲するのではなく

人間が欲するのだ（松永伍一）

我々が登山の目標としたサトパント(7,075m)

の近くに、バギラティ(6,856m)やシブリン(6,543

m)と呼ばれる名峰があります。シブリンは、シ

ヴァ神のリンガム（男性器）と言う意味であり、

名の如く尖った山です。タポバンは、シヴァ神の

住処と言う意味であり、シブリンの山麓に実在す

る場所です。ちなみに、バギラティの大きなク

ラック（岩肌の裂け目）はヨニ（女性器）に象徴
（1）

され、リンガムとヨニとの合体像は生命の源泉を

表すものとして付近の河原の祠に納められていま

す。ゼロの発見はインド人によるものだそうです

が「ないものが、ある」という思考は、別の意味

で観念を実体化しやすい性癖を持ちます。行き着

くべき所として、現実のタポバンを設定したのか

もしれません。実際にそこを訪れた人の話を聞き

ました。「氷河を越えて行くんですけどね、洞窟

で泊まるんです。何年か前に来た西洋人の女性が



巡礼者や旅行者の世話をしているんです。ええ、

水も緑もあって、日本で言えば尾獺沼みたいな感

じかな。」

パパ（覚者）と呼ばれるアショーカ・ナンデイ

氏は、タポバンのずうっと下流の洞窟に住んでい

ます。それでも、標高は3,200m、何ものにも優る

水気風光の澄みきった環境の中でハッティ、ラジ、

ナディ、ギャン、タントラなどのヨギ（ヨガ）を

修め、時折訪れる修行者や巡礼者のために洞窟の

アシュラム（道場）を開放しています。我々が彼

を訪ねたとき、ドイツとイスラエルの妙齢の女性

が彼を師と尋ね教えを仰ぎに来ていました｡日本

のキャンディをフ．レゼントすると、すごい喜びよ

うです。食べたいと言う「果汁100%」を□の中

へ入れてあげると、2人とも左の掌をこちらに向

けるのです。何かなと思っていると「私たち、リ

ングないのよ」と言われ、とても幸せな気分にな

りました。これが、ヨガでしょうか。深まる親愛

感、ですね。

今から5000年はと前の古代インドでは、アート

マン．（個我）の実在が考えられ、ブラーフマン

（梵我、宇宙神）との合一が人生の目的であった

と言われています。森へ入り苦行し瞑想すること

によって、それを得ることができると考えられま

した。我々の隊の通訳であるラジュさんによれば

それは今も変わらず、生まれてから25歳までを学

習期、50歳までを家庭期、75歳までは祈りの生活、

以降は森の生活へ入るという指針があるようです。

日本においても人生を四季になぞらえて青春、朱

夏、白秋、玄冬と言った呼びかたをするようです

が、生活指針にまでは至っていません。

我々がインドから学ぶべきものは余りにも多す

ぎます。一般生活において一番大切なものは、ナ

ンディ氏にとってはピュア・オクシゲン（新鮮な

空気）です。次いでピュアな光、ピュアな大地、

ピュアな水、ピュアな食べ物と続きます。何のこ

とはありません、我々が学校で習った「生物が成

長する為に必要な5要素」です。彼にとって（あ

るいは人間にとって）は「最優先事項｣であり「絶
（2）

対に侵してはならないもの」の五聖であり、それ

が「常識」なのでしょう。彼の眼から日本を見れ
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ば、ゴミを拾うことが捨てないことよりも美徳と

され、治療医が予防医より持てはやされるように

「絶対に侵してはならないもの」が常に侵される、

野蛮で未開な「非常識」の国と映りはしないでし

ょうか。

ヒンドゥ教の特筆すべきひとつは、墓を作らな

いことです。「なぜ作らないの」との質問には「な

ぜ作るの」と問い返されます。自然に生まれ、自

然に育ち、自然に帰るのでしょう。

人は生まれたために、死ななければなりませんc

有限性であるが故に、永遠性を求めずにはいられ

ません。人を越えた存在、人を越えた命として求

められたのが自然神の思想です。太陽、風、月、

火、水、木、土などあらゆるものに神を認め、崇

拝し、同化しようとしました。民族宗教の始まり

です。司祭者、王侯、庶民、奴隷の4階級カース

ト制が確立されるようになると、倫理観による業

思想や、輪廻、転生説、それに伴う霊魂や死後世

界の実在論なと､、さまざまな思想が交錯するよう

になります。ヒンドゥ教は多神教であると言われ

ています。創造、破壊のシヴァ神と、維持、制御

のビシュヌ神に集約されますが、多くの人々が神

々に祈ることは「健康、裕福で、災難に会わず、

請願が成就し、幸福な人生を過ごせますように」

です。深遠な哲理や自己探求の要求はあまりあり

ません。その頃、ブッダ（釈迦）が生まれ、やが

て仏教が開花し始めました。日本とインドを繋

ぐものです。今から2500年はと前のことです。彼

の思想は、明瞭で画期的なものでした。生、老、

病、死の苦しみを無明（我執）と看破し、「すべ

てのものは因と縁によって成り立っているに過ぎ

ない。渚行は無常であり、諸法は無我である」
（3）

と縁起の理法を明らかにした。世界を外に見ず、

内に観照し、あくまでも現実に徹し、当時流布し

ていた神や霊魂、輪廻、転生、死後の問題などは

必要のない広い世界の提示でした。日常の幸福の

ために利用したり、いかに生きるかということの

手段であったりした俗信が蔓延した時代の純粋な

宗教の出現であったのです。

｢いかに生きるか」ということをどれだけ問



うても答えは出ない。なぜなら、問いの底に

ある自分という自己の存在自体が問題になっ

ていないからです。（和田稠）

ナンディ氏は、簡素な生活をして不必要なもの

をどんどん捨てさります。すると、最後にどうし

ても捨て切ることができないものが残ります。そ

れを明らかにすることによって、寂静浬藥の境地

に到ることができると言われています。一般生活

において穂すべからず聖なるものは5つあって、

それは先に話した5要素です。精神生活において

は、1つしかありません。自己を明らかにするこ

とのみです。日本において、この道を極めるには

どうすれば良いかという問題ですが、現在、ブッ

ダの純粋性を保っているのは禅宗と真宗の一部に

しか見られません。この僧を尋ねる以外に方法は

ないと思います。

我々は、氷河の割れ目をクレバスと呼んでいま

す。落ちたら、まず助からないでしょう。その上

に雪が積もって表面が見えにくくなっているもの

をヒドン・クレバスと呼んで、さらに警戒します。

周囲の状態からその存在を推測したり、スキーを

履いたり、固定ザイルを張るなどして落ちないよ

うに注意します。しかし、ヒドン・クレバスは氷

河のみではなく日常生活にも存在するようです。

通俗な現世利益や幸福を願う気持ち、人を愛（執

着）する心、自分の信じたいことなら何でも信じ

てしまう信、霊や別世界に憧れる形而上的な思い

などその底の思いがけないところに、人生のヒド

ン・クレバスは存在します。インドで昇華した仏

教が自国において萎える理由は、人々が苦しい現

実を見詰めることにより甘美な夢に酔うことを望

み、選んだからに違いありません。すべてをイン

ドからとは言いませんがインドの歴史から学ぶこ

と少なき日本においても今また同じことが足下に

起きています｡俳個する迷管1便利で豊かな｢不
必要」なものをどんどん身につける風潮、内を見

ず、ひたすら外に向けての無駄なエネルギーの拡

散などの傾向は熱力学的に言えばエントロピーの

増大「滅亡へ向かっての発展」としか言いようが

ありません。かって、インド首相であったネール

氏は「急速な発展は、人々を不幸にする」と、言
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い放ったようですが……。

さまざまな思いが、霧となって散っていきます。

覚者との対話にて、深いまなざしを受け、優しい

微笑みを感じます。キャンディひとつでふざけあ

える、この気持ち。そよぐ風、樹木の葉と葉の間

から差し込む陽光、まるやかな岩の感触、ほのか

に立ち込める香の匂い、遠い沢のせせらぎ。ああ、

この時をずうっと前から望んでいたのかもしれま

せん。自分が消えてしまいそうな、軽いめまいが

します。何もないが、何もいらない。静かで暖か

な、すっかり忘れていた世界だ。今、一瞬の永遠、

聖地にて。

(1)生命の源泉日本では「金精」と称して巨大オ

チンチンを崇める民間信仰があります。男岩、女岩

と言うのもあちこちに見られます。国は違っても人

間の考えることは同じみたいだから、合体像もどこ

かにありそうです。生命の源泉を表すものとして、

光や水を意味する「渦」「巴」「卍」などの文様が

伝わっています。「卍」はシヴァ神の創造、破壊と

ビシュヌ神の維持、制御の四大力を象徴するとも言

われています。

(2)五聖世界を構成する五大元素として、日本で

は地、水、火、風、空を表す五輪塔や五重ノ塔の

建立が知られています。また、中国の天文易学で日、

月に五行（火、水、木、金、土）を加えて七曜とし

たものが日本に伝えられています。別の分類では人

の感情を表す五情（喜、怒、哀、楽、欲）があり

ますが日本では「欲」を外すことが多いようです。

(3)縁起の理法平家物語に「祇園精舎の鐘の声、

猪行無常の響きあり、沙羅双樹の花の色、盛者必衰

の理を顕す、箸れる者久しからず、唯春の夜の夢の

如し｡…･･」と使われています。増谷文雄『釈尊のさ

とり』（講談社学術文庫)は縁起の理法について解

りやすく書かれています。ヒンドゥ教と仏教の関り

については、中村元『原始仏教一その思想と生活』

（日本放送出版協会）が読みやすい。ご一読をお勧

めします。

(4)迷信俗に「宗教もどき」と言われる加持祈祷、

占相祭杷などを指します。例えば「厄参りに行けば

厄除けになる」という俗信ｶ㎡あります。裏を返すと

「厄参りに行かなければ厄除けにならない」という

脅迫信仰の一進化形態です。しかし、注意しなけれ

ばいけないことは、それそのものは迷信でも何でも

なく、そのようなことに心を惑わされることを迷信

と呼ぶのです。そこに人間の弱さというものを感じ

るのですが、どういう訳か男性よりも女性に多いで

すね。その女に惑わされるのは男です。
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通関・渉外顛末記

1．通関（アナカン）について

7月12日は先発隊2人分かれて作業をすること

にする。シカール社のオフィスに出向き、FAX

を関根さんに入れる予定だったが、シカール社で

はオフィスと、ストール(店）という使い方をして

いるのを、こちらの一方的な理解でオフィス（事

務所）＝店と思い込んで倉庫のある所へ行ってし

まい、デポ品の山を確認する。

中川にデポ品のチェックと再梱包をお願いし、

中川、ラクパ、ソナ、の3人に、ケロシンその他

の買出しもお願いする。私は、コンノートンのF

AXをと思うが通関が気にかかり、まずカーゴ・

ターミナルヘシンさんとサンジャさん（シカール

社の社員）とともに行く。今日も1日熱い日とな

る。風が熱をはらんでいる。例によって、ウェイ

ティング。アンド・ウェイティングになり、昼食

前に目の前のカスタム・オフィサーの所まで隊荷

が来ているのに食事となり、30分の食事時間のお

くれのため2：00再開。しかし、カスタム・オフ

ィサーがウォーキ・トーキーのIMFと通信省の

アンダーテーキングによる許可が理解できないら

しく遅々として先に進まない。フルオープンを命

ぜられたが、チェックするのは1個か2個のみで

オープンした荷を再梱包し、それから税関長のい

るところでサインをしてもらってこいと言われ、

クーラーのきいている税関長の別棟へ行ったが不

在のため1時間ウェイティング。やっと会い、私

のほか他の外国隊のウォーキ・トーキーを依頼に

来ていた人と2人で入室（他の人は入れない）。

挨拶をし、サインをいただく。そして今度は元

のオフィサーのところへもどったが、まだ理解で

きないらしく、オフィサー自身が税関長のところ

へ聞きにきて、税関長の説明で納得がいかず、そ

れでは電話で聞けというようなことを言われ、そ

の場で電話帳をめくる始末。われわれは外で待て

と言われ、また30分がまたたく間に過ぎていく。

頭に来るが、ここでアクションを起こしてもイ

ンドであり、何ともしかたがない。
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保坂昭憲

今度は理解したのだろうが、プライドあるオフ

ィサーのこと、何を言うかわからずビクビクしな

がらの通関。そのうちに書類の枚数が20枚程度に

増えたりして4時半を回る頃に、今まで出てく

ると思っていたわれわれの荷が金網の格子戸

の向こうに消えて行く。もし、今日出なければ

土・日が休みで出発をおくらすことになるのであ

せる。私にとって3度目のインドだが、システム

が3度とも同じであることがインドらしい。

組合らしいものがターミナル内に出来ているら

しく休み時間に集会をしている。しかし袖の下の

廃止と機構の改革は、その人たちの生活をおびや

かすことになるので変わりそうもない。通関業務

はコンピューターが入っていて近代的であるが、

その書類をテーブルからテーブルへ動かすだけの

人もいるのにおどろかされる。

門がしまり始め、今までの倉庫代を銀行に払え

と言われ、3,000ルピーを要求される。こんなこと

になっているとは露知らず、手持ちはなく銀行の

支払窓口でシンさんは回りの兄ちゃんに金をかり

て支払いをすませる。名刺1枚で見ず知らずの人

から2,250ルピー(22,500円）を借りる度胸と貸す

人にびっくりする。シンさんも必死である。

私はドルをルピーに換金しないでいたのがくや

まれる。何がおこるかわからない渉外にまた勉強

させていただいた次第。最後は灼熱の中、100メ

ートル走よろしくビルからビルへ走って行動する。

一難さって、また一難のインドカスタムクリアー。

「もう時間ですから帰ります。今日は終わりまし

た」といつ言われるのではないかと、袖の下の大

きさがものを言う世界にて……。

5時30分を回った頃、やっと荷がトラックに積

まれ安堵感で力がぬけてしまった感じ。荷はジャ

ンノfス・ホテルへ。

IMFでリエ､ﾉ､ン・オフィサーとブリーフィン

グの約束になっており、あと15分でクローズのた

めとばしにとばして一路IMFへ。IMFではス

タッフのチョハン氏がまだおり、リエゾン氏にも

会えてほっとする。



は飲まないということである(770Rs.=5人)。

3．リエゾン装備支給

夜、IMFからジャンパス・ホテルに来てもら

い、夜、ディナーの後に帰すに忍びず、ホテルを

予約させていっしょに泊ることにする。

明日、IMF'､3度目の足をはこぶことと、ジ

ャンパス・ホテルでのミーティング等々の都合、

登山期間中にイタリア隊と部分的に競合すること

などもあり、今は、ビジネスライクよりも、より

親密になった方がベターであろうという隊長判断

である。

支給品にはことのほか気に入った様子である。

明日は靴をチェックし、トレッキング・シュー

ズはユアセルフとしたが、隊の調達となる。

PM.10:00.就寝。つかれた1日となった。

2．1MFにて

リエゾン・オフィサーのナリン・ゴータム氏と

会う。いい男つぶりである。チャンバの人で、登

山のインストラクターとのこと。しかし時間は6

時を過ぎており、IMFではブリーフィングを月

曜にしてもらいたい旨である。やむをえないと思

ったがリエゾン、チョハン氏のひとふんばりのお

かげで終わることができた。サインにほっとする。

チョハン氏から、尾形さんから日本の人形をたの

まれていないかと言われて、そう言えばそんな気

がするので、何とかトライしますと言う（本隊に

お願いする）。

1日本当に御苦労さん、ということとリエゾン

氏には予定が遅れて2回も足をはこばせたことも

ありディナーに招待する。コンノートンのインド

料理の店でビールとワインをいただく。リエゾン氏

糧食
天城敞彦

朝食1．計画

①BC食は現地調達を基本とし、嗜好品、調味

料、現地では買えそうにない素材、副食等を日本

からもっていく。

②高所食は日本食を基本とし、レイション化す

る。

③高所食の1人1日当たり重量を6509を目安

とする。

④行動食は、高所用は日本食を基本として1人

1日分すつレイション化する。BCからの行動食

はチャパティー等現地食でまかなう。

⑤Clを流動的に位置付けるので、C1食もB

C食の延長とする。

⑥日本からの持出し重量を100k9とする。
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‘小松菜(FD.)10

大根おろし､かつお節15

納豆(F､D.)40

粉末しょうゆ6

みそ汁40

洋風雑炊

′α米

干えび

コンソメ、ノ､ター
<'

チーズ(粉）

ゆりの花

‘心ｸﾞﾘﾝピｰｽ

０
０
０
０
０
０

４
５
３
４
１
１

２

塩こんぶ

卵スープ

０
０
２
３

4680936509

パンケーキ

「ケーキミックス
ノミター

ノ、チミツ
く'

干ぶどう

|鱒;，
ツナ缶

海草サラダ

マヨネーズ

ラーメン

|房．
モチ

ノマター

たたみいわし

しその粉

菊の花

０
０
０
０

０
２
１
２

４ ０
０
０
０
０
０
０
５
５

０
２
２
２
２
２
５
２

４
１

次に高所食のメニューを掲げておく。それぞれ

4人分としてレィション化した。他に予備食、飲

みもの、嗜好品をスペシャル食として配備したが、

ここでは割愛する。

200

０
５
５

２
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昼食 2結果と反省

①計画段階ではClを流動的にとらえていたが、

現場を見て、地形的・距離的に判断した結果、キ

ャンプ展開に加えることとし、急渥BCで材料を

かき集めたが、そのためラーメン、もち等がBC

で不足がちとなった。

②ハリドワール以北が聖域であることもあって、

肉類の調達がきかず、台湾製の燥肉2k9と、高所

食のコンビーフだけとなってしまった。魚の缶づ

め、卵、ミルク等があるので、栄養的に問題はな

いが、少々さびしかった。そのため登頂祝いに来

てくれたイタリア隊差入れの燥肉が大変美味だっ

た。

③メンバーが多様だったこともあり、現地食に

なじめない人、あるいは初期順化に苦労して食が

進まない人もいた。ところが食担の私は、胄袋と

味覚が大ざっぱなのか、何でもうまく食えていた

こともあって、食べられないメンバーの苦しさに

鈍感であったようだ。もっとバラエティに富んだ

献立てを考えるべきであったと反省している。

④上のこととも関連するが、BCのスペシャル

食を、管理の必要なものと、自由に食べていいも

のとに分けて袋に入れておいたが、遠慮深い隊員

はなかなか手を出しにくかったようだ。キメ細か

さが不足していた。

⑤酒は、出発時に成田で各メンバーが1本ずつ

買ったウイスキー、ブランディー、先発隊がデリ

ーで買ったラム酒数本、日本から送った日本酒2

升、優秀なメンバーが持ちこんた隠し酒少々であ

った。ハリドワール以北はドライエリアで全く酒

類の調達がきかないため、少々不安であったが、

往路キャラバン、登山活動中は、1，2人の例外

を除いてみなあまり飲まなかったこともあって、

みこ､とに過不足なくもたせることができた。今回

唯一食担が自満できることだった。食担よりも酒

担の方が適職であったのかもしれない。

⑥アタック前の休養中に、手巻ずしを食べた。

具は缶づめのカニ、シャケ、シナ、梅ぼしのたた

き、納豆、卵焼き、つけもの。とても美味だった。

⑦コックのラクパはよく気のつく、これまで何

度か日本隊の下で働いてきたすばらしい青年だが、

そのためか、味付けを日本人向けにと思ってか、

匡云 21559×41659×4

バターフ・リッツ

カルシウムせんべい

チーズ

アーモンド小魚

1口ようかん

干あんず

飴A

飴B

'サラダプリッッ

南部せんべい

ベビーサラミ

アーモンド小魚
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飴B
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０
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０
０
０
０
０
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０
０
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０
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スパイスを控え目にしていたようだ。個人差はあ

るだろうが、私にはなんとなく中途半端で物足り

なく感じていた。

⑧最後に、ウッタルカシで買った生鮮食糧品の

1k9当たりの単価を掲げておく。何かの参考にな

れば幸いである(1Rs=約10円)。

ＳＲ５
０
６
２
８
８

２
１
１

ナス

ショウガ

ニンニク

トマト

バナナ

オレンジ

ＳＲ４
４
６
５
０
９

１
１

ジャガイモ

タマネギ

キャベッ

オクラ

キュウリ

大根

備装

中川裕

用した。ミクロドームは、シームから水が漏れフライ

を使用した。張りやすさ、広さ、そして空間の合理

性からいってエスパースが最も快適であった。

酸素は医療用として、BCはボンベ、上部キャ

ンプはミドリ安全のO2パックを用意した。結構重

いので、C3には不必要ではないか、という意見

もあったが、もしもの時には一番役に立ってくれ

そうなので、Cl～C3に1セットずつとキャン

ドルを2時間分配置した。

リエゾン用支給品は別表のものを用意し、各々

贈与、貸与として、デリー出発前に伝えておいた。

基本的に身に着ける物ほ贈与し、隊員の個人装備

と比べて、あまり落差が生じないように多少配慮

した。

個人装備は、日本の冬山装備で事足りた。実際

アタック時以外はそれ程寒さは感じなかった。ゴ

アテックスの雨具で登った隊員もいる｡

インドヒマラヤの登山で、エージェントの存在

を忘れるわけにはいかない。今回、その責任の範

囲について、多少の認識のズレがあった。結果と

して我々は必要のないものを持っていってしまっ

た。インドは契約社会である。また、デリーは大

都会である。日本を出る前に、あいまいな点は問

い合せた方が良い。英文でなくとも、リストなど

でこちらの意志を表すのもいい手である。とにか

く暑いデリーで仕事の量は少ないにこしたことは

ない。また、デリーで手に入るものを、金をかけ

て日本から持っていく必要もない。

今回、BCでのメステントおよびインド人スタ

ッフのテントはエージェントが用意した。食事も

BCまではすべて彼らが調理した。ただ、BC以

サトパントを北稜ノーマルルートから8月に登

る。メンバーは10人。この課題に対して、今回我

々の準備した装備は及第点にはわずかながら足り

なかった。しかしながら、天の恵みか、なんとか

間に合わすことが出来た、というのが、係として

率直な感想である。

我々が用意した主要装備を別表にしるした。

まず、登鑿用の消耗品はそのほとんどを消費し

た。固定ロープはルート上に残置された過去の隊

のものを200m以上はずし、張り直して使用した。

当然支点も不足し、テント用と考えていたものや、

他隊のものもアンカーとして使用した。支点の使

用状況は、セラック帯までがアイスハーケンとス

ノーバー、セラック帯からC2直下までがアイス

ハーケン、C2以上をスノーバーというものであ

った。日中、氷河の表面を水が流れるために、ア

イスハーケンはすぐにゆるんでしまい、翌日には

手で抜けるような状態であった。

固定ロープ°は主にpp8ので、50mに切って使用

した。遠藤隊員が持ってきてくれた“ダイニーマ”

ロープ6のは、軽く、強度もあるのでアタック時

に使用した。

コンロはBCを石油、上部をEPIとした。C

lの重要性が日本で考えていたよりも増したため

ボンベの数に不安を感じたが、BCで調理済みの

ものを上げる、ランタンを使わない、というスタ

ート時の努力もあってか、結果としてボンベはあ

まった。

テントはHAJのデリー・デポ品を使用した。

C2，C3はエスパース、下部はエスパース、ミ

クロドーム、夕．ンロップ、メスナーテントを使
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前で不調者が出た時を考えて、簡単な日本食を作

る準備くらいはしておいた方が良いと思う。

リエゾン装備

P贈与R貸与

ICIかぶり式

主要装備リスト
ヤッケ上・下

ミトン

ﾛﾝゲスパッツ

ｻﾝダﾗｽ

目出帽

毛靴下

運動靴

ジャージ上・下

傘

ザック

ピッケル

アイゼン

ユーマーノレ

毛下着

セーター

テルモス

シュラフ

ダ、ルメット

ハーネス

シュラフカノマー

毛手袋

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
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マ
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ン
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ロ
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具
ｐ
ィ
イ
イ
ノ
イ
シ

鑿
ｐ
ナ
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ザ
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ア
ロ

登

残
０
１
６
１
０
４
０
４

Used

９
０
６
１
６
４
０
０

２
１
５
１
２
１

Used

雨具として

幕営具

エスノf－ス

Used

Used

Used

用
用
用
用
用

人
人
人
人
人

５
２
５
６
４

毎

●
●
●

４
４
５
３

内張は3

LO用

７
１
２
１
１

ミクロドーム

ダンロップ

メスナーテント

Used

残その他

EPIコンロヘッド

カートリッジ

酸素ボンベ

02パック

ホルダー

キャンドル

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

６
０
２

９ ワ巨
色J

憧些L３
２１

Used

療宝

平川宏子

管理に期待したのである。

1．出発までにしたこと

l.東京都山岳連盟主催の「高所順応研究会」

に全員出席、高所|||自応の実際と経験談を聞いた。

2．「高度障害予防について」勉強会をした。

3．高所順応を重視したタクティクスとして、

新しい高度へは2回登って、3回目に宿泊する、

ファイナルキャンプ設営後、BCへ下って、休養

をとった後、アタックする、という基本線を確認

した。

4．健康診断（各自受診）

今回のパーティは、北は福島県から、南は大阪

府まで、年齢も20代から50代までの男女混成によ

る、幅広いメンバー構成となった。その上、メン

バーの中には、肝炎、頭蓋骨骨折、椎間板ヘルニ

ア、凍傷､半月板損傷などの既応歴のある者が、10

名中5名であり、そういう条件下で、医者の同行

のないことは大変不安であった。

しかし全員が、海外登山の経験があり、全員

5,000m以上の高度を1回以上経験していた。そ

こでヒマラヤ登山で一番問題となる、高度障害

については、できるだけ知識を殖し、現地で健康

チェック表を記載することとした。あくまで自己
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に入れていなかったが、頭痛、胃痛などの訴えが

あり、薬を渡した。

また最後の荷下げでは1名が落石を受け、左胸

部、左下肢を打撲、大さわぎとなる。胸部の方は

呼吸の度に痙痛がある様子、外傷はないので湿布

薬を貼り、絆創盲固定。左下肢はすり傷程度、緊

急を要するようでないので、翌朝、馬で下山して

はどうかということになる。しかしボジュバスに

到着すると、どうも徒歩で下りて来たようであっ

た。

5．予防接種

γグロブリン注射(A型肝炎既応のある2名を

除いて全員施行）

コレラの予防注射（希望者のみ4名施行）

6各自、持病（特に虫歯）、要治療の病気は

治しておくようにすること。

7．医薬品の準備（大部分、隊員の知人の協力

で集めることができた。一部購入）

隊員の体格、血型、安静時脈榑

EFG

424033

甲田日ヨ
プゴカフフ

162162163

665958

AAO

617962

HIJ

302925

女男男

154167165

505763

BAO

636070

A

年齢(歳）56

性男

身長(cm)165

体重(k9)62

血型A

脈榑/分’53

Ｂ
’
昭
女
㈱
鴨
Ａ
、

CD

5043

女男

165167

48．561

BA

6462

医薬品リスト

薬品名｜総量｜日数分｜使用量

ｊ
ｊ

性
註
郵
哩
辨

Ⅲ
９
身
体
脈

男
町
印
Ａ
帥

男
唖
弱
Ａ
門

46錠(11日分）

80錠(8日分）

ケフラール250m9錠

エリスロシン100m9錠

ペングローブF250mg

包(合成ペニシリン）

錠
錠
０
０
９
２２
分
分
日
日
２
２
２
２

抗生物

質

57包(19日分）90包 30日分

4錠(2日分）

33錠(11日分）

錠
錠
６
０
２
６

13日分

20日分

セフスノ､fン

タリピット100m9錠
2現地での様子

気温37℃～38℃の暑熱のデリーから、3日間を

要して、バスの終点、高度3,000mのガンゴトリ入

り。バスの最終日、山中を走る車中は、徐々に肌

寒くなり、ガンゴトリ到着時は、バギラティ川の

滝しぶきの下の場所という、宿舎の立地もあり、

急に寒くなり、翌朝半数の者が体調を崩す。

その中のH隊員は3790mのボジュバスヘの道中、

眠気、胃痛、疲労感で、思う様に歩行が捗らず、

ロッジでは、発熱、食欲不振、吐気、Ⅱ区吐を来す。

一昼夜絶食にて復調。

E隊員は、ウッタルカシからの感冒が悪化、咳

がひどい上に、高度障害の頭痛がプラス、ロッジ

に1泊後、復調したH隊員と共に騎馬にて、ガン

ゴトリヘ引き返し、2泊後、ボジュバスに戻る。

またA隊員は、ボジュバスにて、発熱、下痢を

来す。1日休養にて回復。BC設営後は、D隊員

の前脛部の打撲傷、E隊員の雪盲（ルートエ作中、

サングラスを落とした後、半日行動）などがあっ

た。また他の隊員も、軽い頭痛、感冒症状、下痢

などを来すが、大事に到らず何よりであった。

抗菌剤

錠
包
３
２
０
０
０

１
錠
包
錠
錠
錠

４
９
６
０
０

２
２

２
１

12回分

29回分

3回分

20回分

10回分

ハ､ソファリンA

セデスG

ポンタール

ランッジール

ドイリン坐薬

鎮痛剤

解熱剤

50日分

10日分

包
錠
錠

０
３
４

０

２

２PL穎粒

クトレス(咳止め）

トローチ

ブスコパン

センロック

セブンイ-P(緋）
総合胄腸薬(4種類）

〃（調合薬）

包
錠
錠

０
０
４

０
３
２

２薬
剤
冒
咳
感
鎮

10錠

1肋包

100錠

各
84錠

11包

0

各自に渡し
た

100錠

14日分

11包

胄腸薬

腹痛薬

28日分

、
、
、タ
剤
ピ
ン 300錠 300錠新ポポンS

166回分

100回分

5回分

錠
錠
０
０
０

０
０
５
２

錠
錠
錠

０
０
０

０
０
１

５
２

正露丸

ワカ末F

下痢止め

下痢止

め

利尿剤 70包

10錠

70回分 66包

0

キササゲ59包

ダイヤモ･ｿｸｽ

礎
一
睡
陣

睡眠剤|ハルシオン 0

3．ポーターに関して

エージェントまかせということで、あまり考慮

点眼剤 フラビタン点5戒z

タビリット点577z』

1本

0
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薬品名｜総量｜日数分｜使用量

4．医薬品について

医者の同行がないので、自分たちで使用可能な

薬品とした。したがって注射薬、手術器材は一斉

持参しなかった。

感染症に対する抗生物質、胃腸障害への薬に

重点を置いた。高度障害の緩和への薬として漢方

薬キササゲを使用してみた。また、持病薬、現在

治療中の薬、よく罹患する病気の薬は、各自持参

してもらった。個人袋として、フラビタン点1本、

胄腸薬10包、サビオ7枚、正露丸40錠、ワカ末F

16錠、PL穎粒3日分を渡した。

軟膏 ヂンタシン軟膏109

インテバン軟膏259

レスタミン軟盲259

リンデロンVG軟冒59

本
本
本
本

１
１
１
１

0

少々

使用した

使用した

血圧計

体温計

2台

各自
1本

使用した

使用した

測定器

材

ミルタックス湿布薬

マキロン70mZ

イソジンゲル909

オキシフル100湖

ガーゼ

サビオ

絆創膏(lcm,2cm巾）

"20cm巾

三角巾

包帯

綿棒

鉗子

枚０１包
本
本
本
包
枚
巻
巻
枚
巻

５
１
１
１
氾
媚
２
１
２
４

１

外科材

料

8枚

0

使用した

O

使用した

使用した

使用した

使用した

0

使用した

使用した

0

5．体重について

日本出発前後の体重差を表にしてみた。登山前

後のものではないので、正確な体重減少量ではな

いが、全員体重減少を来している。平均3.05k9

の減少である。高度障害が強く一時期、食慾のな

'かつた隊員1名を除いて、若手の方が体重減少が

小さく、年配の方が体重減少が大である。実際の

本
本
０
１

０１

日本出発前、後の体重差
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粥
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団
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登山による体重減少はもっと大きく、BC下山後、のデリーから、急に寒くなり、全員の血圧が東京

2日間のトレッキング、2日間のバスの生活、街より上昇している。とくにE隊員は不調だったこ

の生活の間に、旺盛な食慾で、大いに体重を回復とが血圧にも現れている。しかしナンダンバンで

した結果が帰国後体重になっていると思われる。は全員落ち着いて、数値になって来ている。BC、

Clでは普段より少し高めである。下山後のボジ
6．血圧について

1バスでは全員記入していないが、10名中9名が

東京では6月2日に測定、ガンゴトリでは暑熱測定、全員が最低血圧が上昇していた。

高度における血圧変化

ガンゴトリ

3000m

ナンダンバン

4300m

ボジュノ、ス

3790m

BC

4800m

C1

5100m

ボジュノ、ス

下山
東京(6/2）

一一一一一」39-90
】35－83一一一一

－88A 130-88 120-79 138-83101-67 139-90138-92
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一
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’
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行動に伴う高所症状
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行動に伴う高所症状
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行動に伴う高所症状
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行動に伴う高所症状
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付行動表
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7．高所症状について（行動に伴う高所症状

参照）

健康チェック表を各自に渡す。10名中、年齢の

多い方から順に6名までが、ほぼ完全に記載して

いた。若い4名はBC入り2～3日後まで記載。

A、B、C、D隊員は、よく似た脈榑の増減を示

している。新しい高度に行くと、少しずつ脈榑が

多くなり、その高度に慣れて来ると、脈榑も少な

くなって来る。また最終キャンプ。では、4名共、

脈榑が多くなっている。

一方E隊員は、4000mラインまでに体調を崩し、

高所症状が強かった。しかしBC入り後は、顔面、

下肢に浮腫が強かったものの、第一線で活躍、登

頂への道を切り開いた。F隊員も、前半BC入り

まで少し不調だったようだが、その後は、普通に

なり、最終キャンプでも、東京の脈榑より少なくな

った。しかしデリーに戻ると85回と元に戻った。

H隊員は、前半4000mラインまでに、高所症状が

強く、その都度、体温も上昇していた。

一昼夜の絶食と睡眠で復調するが消耗が心配だ

った。C25800m到達時も不調だったようで、

一緒に登頂できなかったのは残念であった。しか

し高所に順応した帰路は快調で、速く歩いてい

た。

女性の生理に関しては、B隊員は手術をしてい

るので関係なし。更年期のC隊員は不順にて1ケ

月に2回もあり。H隊員は2回も抜けた。女性ホ

ルモンも高所の影響を受けているようだ。

8．まとめ

キャラバン1日目3790mのボジュバスにて、2

名が高度障害を来した時は、どうなることかと思

ったが、各自の自己管理の良さか、上部キャンプ

では、強度の高度障害もなく、ほっとした。また

利尿漢方薬キササゲを初めて使ってみたが、再考

の余地があるように思う。健康チェックでは、体

温も計ったが、高所症状の強かった、H、E隊員

以外では顕著な変化はなく、平熱に始終した。何

はともあれ、全員健康で無事に帰国できたことを

嬉しく思う。

ガンゴトリ山域の天気

夏休みを利用してガンゴトリ山域へ入山する登

山隊のために、モンスーンの影響を受けるインド

ヒマラヤ中部山域の夏の天気を知りたいと思った。

ネパールの西北西に位置するガルワールやガン

ゴトリ山域では、東部ヒマラヤに比べれば、モン

スーンの影響は少ないので、6月が登山の最適期

であり、7月～9月も十分登れると言われている。

ベンガル湾の水蒸気が熱せられ、ヒマラヤの高

い山脈にぶち当たって雨や雪を降らせるモンスー

ンも、インドヒマラヤの中部から西部にかけての

山城では、緯度が上がるほど、西へ行くほと､、ま

た高度が上がるほど影響力は弱いとされているが、

実際、私たちのめざすガンゴトリ山域の7月末か

ら8月中旬にかけた夏休みシーズンには、どの程

度の晴天日と行動できないほどの悪天日があるの

かを知りたくて、過去の日本隊の報告を、平川宏

子隊員の協力を得て調べてみた。

－56－

遠藤京子

ガンゴトリ山域へ入山している日程が重なりあ

う3隊について調べた。1984年大阪歯科大隊のバ

ギラティⅢ峰隊の登山日誌には天気記述が多く入

っていたので参考になった｡'89年の日本ヒマラヤ

協会のヴァスキパルバット隊が、機関誌『ヒマラ

ヤ」に載せた報告文の中からも、どうにか天気を

拾うことができた。しかし、83年8月サトパント

に登った婆娑羅衆の報告は、後半に登った難峰シ

ヴリンの登筆記が中心になっているので、8月の

天気は拾えなかった。

そこで、1984年と89年と私たちの90年サトパン

ト隊の天気の比較図を作ってみた（図1）。

1日平均の天気を0から5まで6段階に分けて

終日雨で停滞した日を0とし、一時大雨や大雪が

降ったが行動した日をlとし、一時小雨や小雪の

降った日は2、曇ってる時間が長かった日を3，

晴を4，快晴を5とした。そのうち、頂上アタッ



クに適した4と5を晴天日と数えることにして、

期間7月27日から8月15日までの20日間に現れた

晴天日の割合と、停滞を余儀なくされた指標0の

悪天日の割合を出してみた。

結果は図1のように、1984年の夏は登山隊にと

って信じられないほど幸運な天気に恵まれている

が、8蝉のヴァスキ隊は気の毒なことに、ほとん

ど青空をバックにした山の姿を見ずに下山してい

るのである。私たちのサトパント隊は、その中間、

概して好天に恵まれ、しかも非常に幸いなことに、

登山期間中最悪の大雨(5000m以上では大雪）停

滞日が、アタックを終えて全員がBCに下山した

翌日の13日にやってきたという天気めぐりの幸運

に恵まれた。もし1日早くこの悪天に捕っていた

ら、第2次アタック隊員はC3からの下山に相当

苦労しただろう。実際、12日に頂上アタックした

イタリア隊の2人はその夜C3の私たちのテント

に泊ったが、夜になって降り始めた雪のためにテ

ントが潰れたので、降りしきる雪の中、早朝から

逃げるように下山して、13日の昼すぎにBCへ帰

還したのだった。

このように、わずか3隊の天気調査ではあるが、

年によって大きな違いがあることがわかった。で

きれば、その年の夏の天候の特徴を、前もって冬

や春から予知できるとよいのだが……。

1990年サトパント隊が記録した天気表は表lで

ある。隊員が頂上アタックに出かけていた期間は、

リエゾン・オフィサーに、天気と朝の気温だけを

観測してもらった。

一般的に、朝は晴れ、午後は曇り、夕方から夜

にかけて雨または雪というパターンが多いと聞い

ていたが、そのとおりの日が、7月28日～30日と

8月3日～7日に見られた。

気温は概して高く、4800mのヴァスキタール(B

C)で、朝6時、日の出直前の冷込み時で、－2

℃から＋4℃の間にあり、プラスの日が観測期間

20日のうち10日もあった。マイナスの朝は、高い

ピークの最頂部に陽が当たり始めたときに気温が

最も下がり、池の辺りに薄氷が張りはじめ、池の

真中には、バギラティI、Ⅱ、Ⅲ峰とヴァスキパ

ルバットの金色の峰が逆さに映っていた。早起き

は三文の徳とか。いやいや100億ルピーの輝きで

－57－

したよ。

風の観渦l1はキチンとはしていないが、概して西

風が多かった。悪天のときは東または北東に変わ

った。雲はバギラティ谷の走行と同じく、谷の中

を北西から上ってくることが多かったが、その日

の天気の崩れは大きくない。やはり東または北東

からの真暗な雲が、雨や雷を運んできた。

つぎに高層気象図と対照させ、特徴のある日の天

気図だけ出しておく。北半球高層天気図500mb

図、グリニッチ時12時（＝日本時間21時、現地時

間18時）の等高度線と等温線の図からインドヒマ

ラヤを含む部分を切り取った。

8月2日快晴→晴

7月31日から続いた晴天日の終わりの日だが、

アラビアからインドへ張り出した優勢な高気圧の

圏内にサトパントは入っている。チベット高原は

連日の晴天で十分に熱せられ、高度5880mで+3

℃にも上昇している。サトパントでも融雪激し<、

クレバスは大きく開き、落石もある。ロープを固

定するスノーバーやアイスハーケンがゆるむ。

8月9日曇り→降雪、降雨

チベット高原のサトパント峰近くにL(低圧部）

があり、またインド北部の同峰南東部にC(低湿

部）の記号が見られる。山では悪天。9日朝はC

2で15cm近くも新雪が降り積もったが、第1次ア

タック隊はC3へのヤセ尾根に不安定に付着した

新雪の急斜面を、保坂隊長がスーパー・パワーを

噴射して突き進んでいた。

8月10日、早朝一時晴れ。短時間だが山頂に日

が当たったが、すぐに曇り空。午後には一時降雪

もあった。

第1次アタック隊、ラッセルを交替しながら頂

上アタック。頂上からの視界はよくない｡C3か

らC2へのヤセ尾根の下山は、雪が軟かくて足場

が崩れ、スリップ°しやすい状態となった。

8月l1日快晴→曇り

早朝から快晴となり、第2次アタック隊はC3

からすばらしい写真が撮れた。北東の窓に浮かぶ

ドーム状の巨峰カメット(7756m)がカメラに収

まっていたのはうれしいことだ．った。

しかし、頂きに達した12時には、ガスが出て

山頂から南や南東方向の山々が見られず残念だ。



8月12日晴れ

11日夕方の天気図では、アラビア高気圧が西へ

後退しはじめ、モンゴルの低圧部から気圧の谷が

インド北部へと下りてきているが、C3からBC

への下山日、よく天気はもちこたえてくれた。

11日と12日の朝はよく冷えた。温度計をC2に

置き忘れたので、－10℃という数値は居合わせた

4人の体感温度である。しかし、もし300mbの

高層図が見られたら、きっとサトパントの真上に

寒気が近づいているだろうと思う。

8月13日終日雨

モンゴルの低圧部から南に伸びた舌の中にサト

パントは入っている。ベンガル湾にも低気圧が発

達し、モンスーンの天気図。しかも、サトパント

の西方には－3℃の寒気団が見える。山は大雨と

雪になった。

（まとめ）

インド・ヒマラヤでは、登山隊向けに天気予報

が放送されると聞いていたので、その放送を当て

にしていたが、入山前に、IMF、エージェント

のシカール社、ウッタルカシのネルー登山学校と

3カ所で尋ねてみたが、そのような放送はしてい

ないという返事。ならば、一般向けの天気予報を

ラジオで聞いてほしいとリエゾン・オフィサーに

頼んでおいたが、それもないという返事。

インドは気象衛星も飛ばしているし、軍事力も

優れたお国柄だから、確かな天気予報技術は保有

しているはずだが、それを利用するのは軍関係だ

けで、一般人は、その恩恵に預れないということ

だろうか。

図1ガンゴトリ山域の夏の天気3年の比較

期間7/27～8/15の20日間

晴天日悪天日

○一‐－1984年バギラティⅢ（大阪歯科大）

・-1990年サトパント(HAJ)

|><__--1989年ヴアスキ・パルバット(HAJ)
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（遠藤京子作図）
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サトパントの天気（1990年）

●大雨・小雨
■

気温

朝6時

天気

朝昼夕（夜）
気温

朝6時

天気

昼
月日 場所標高、 月日 場所標高、

朝 夕(夜)’
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19→ボジュバス

20ボジュバス3800
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毒k讓筐二
，、

,,具、

1990

Au9.

1200Z(=21:00)

日本時間

8月2日快晴日

8月10日晴→くもり→降雪

L
J

’

|』

8月9日くもり、降雪

8月11日快晴→晴→くもり
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8月12日晴→くもり 8月13日大雨（大雪）

C3上部よりカメット（右奥）を望む
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7,000m以上の高峰の中高年者登頂状況

(1990年12月31日現在）

山森欣一調べ

’番号 氏名 生年月日 登頂日 年齢 国 山名

マナスル

標高 備考

|N今西寿雄1 1914.9．9 1956.5.9 41 ○8163

太田欽也2 1975.8.12 40 P テラム・カンリⅡ

コムニズム

コムニズム

ノ､fビノレ

7，409 ○

白旗史郎3 1933．2．3 1976.8.8 43 S 7，495

内田嘉弘4 1937．1．27 1977．8．8
へ

ご4(） 7,495

吉尾弘5 1937．414 1978．10．20 41 N 7052 〔_ノ

小笠原進
戸

0 1939.4.1 1979.7．17 40 プマリ・チッシュ

シア・カンリ

シシヤノ､fンマ

P 7‘492 (_）
’
７ 水越武 19385．1 1979.7．30 41 P 7,422

田部井淳子8 1939．9．22 1981．4．30 l1 C 8‘012

9 日野悦郎 1940．5．25 1981.5.7 40 N ニルギリ北峰 7061

土森讓10 1981．6．29 44
戸、

し， ムスターグ・アダ

カン・ペン・チン

7546

｜
Ⅱ 上尾圧一郎 1982．4．22 43 C 7,281 ○

’
○12 西山孝 1982．422 40

ハ

ル カン・ペン・チン

コルジェネフスカヤ

シシャノfンマ

サトノfント

サトノ寺ン卜

7，281

13 原 盲
フ宮 1936．8.16 1982．7．31 45

戸

ご 7，105

14 原 盲
ン三 1936.8.16 1982．10．10 46

ハ

レ 8_012

三原洋子
1F

」0 1941．5．18 1983.8.24 42 I 7，075

高橋晴夫16 1943 1983.9.30 40 I 7，075

高橋和之17 1943．1．26 1983．10．11 40 N 8，516ローッェ

ジチュ・ダケ南峰

レーニン

出□18
音
田 1942．4．1 1984.5.20 42 B 7,000

鈴木孝雄19 1938.5..18 1984.8．5 46 S 7,134

7/31コルジ登頂近藤和美20 1941.11.22 1984．8．6 42 S ン
ン

レ
し

7，134

今井利雄21 1942．11.27 1984.8．6 41
へ

ロ 7/31コルジ登頂7,134

新郷信廣22 1943.3.1 1984.9.15 41 I マモストン・カンリ

グルジャ･ヒマール

ラキナ卜・ピーク

コムニズム

コムニズム

○7，526

ワq
色、』 小 林昭一 1941．2.28 1985．4．20 44 N 下降中死亡7，193

横山英雄24 1942.4.26 1985.7.11 43 P 7，070

高橋和之25 1943.1．26 1985．7．28
ハ

己42 7,495 三山登頂

三山登頂

三山登頂

原 吉
ア＜26 1936.8．16 1985．7．29

（

b48 7‘495

田部井淳子27 1939．9，22 1985．8.7 45 S 7,495

坂原忠清28 1944．10.20 1985．8．15 40 I 7,135

|19861Q30阿久津悦夫29 1938.8.13 47 N サガルマータ 8,848
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備考標高山名年齢 国登頂日番号 氏名 生年月日

7．55343 チャンツエ
ハ

レ松原繁 1986．5.1030

7,553C チーャンツエ宮本義彦 1986．5．10 411944.8.2531

三山登頂7，495コムニズム44 C近藤和美 1986.8.31941．11．2232

7,495コノ、ニズムS鈴木孝雄 1986．8．3 481938．5．1833

7，495
ハ

ロ コムニズム

ムスターグ・アダ

401986．8．3細井賢治 1946．3．1534

7．546Ｃ451986．8．16三原洋子 1941.5.1835

○7163m峰 7，163C411986．8．17須ケ原光弘 1945．5．2336

○7,21643 戸
し カルジャン1986.10.14新郷信廣 1943．3．1

n句

･／

○7．354チョー・ウイ1986.10.14 10 C小野寺光義 1945.12.738

ネパール許可8，201
/穴

し チョー‐・オュー1986.10.16 46日野悦郎 1940.5．2539

7，20547 ランタン・リN1987．4．18福沢勝幸 1940．3.2140

7，205ランタン・リ42 N1987.4.18山本大三 1944．4．2141

7，105コルジェネフスカヤ40 S1987.7.24小山健二 1947．1．2842

7.546ムスターグ・アダS461987．8．12尾崎啓一43

パラパント降下8，20144 C チョー・オュー1987．9．21高橋和之 1943．1．26

1947．4．3

44

8,201C チヨ･一・オュー1987.9.21140大谷映芳45

8．201C チョー・オューー1987.9.22 45高橋通子 1942．2．146

丙イハ1

イ、10」プモリ

ラプチェ･ｶﾝ

ﾗブﾁｪ･ｶﾝ

チョモランマ

43 N大橋良雄 1987.10．141943．8．2647

○
’
○

7，367Ｃ1987．10．26 45
一
口
田出□ 1942．4．148

7，3671987.10.27

1988．5．5

1988.5.5

10
穴、

Lノ小川貞夫 1946．11.2849

8,84845 C中村省爾 1942．5．2850

8,84842 C チョモランマ中村進 1946．1．1551

ブロード・ピーク 8，047P491988.6.27酒井国光 1939．4，2552

ブロード・ピーク 8，047ロ
ユ1988．6．27

1988．7．22

40島方健次 1947.12.14
FO

DO

三山登頂7,105コルジェネフスカヤ42
ハ

ロ金 沢健 1945.10.2854

リモI峰 7，385 ○40 I1988．7.28

1988，7．29

1988．7.29

尾形好雄 1948．7．255

○
’
○

リモI峰

リモI峰

7．38518 I渡辺斉 1940.3.2256

7，38545 I新郷信廣 1943.3.157

7，13458 Q
Lノ1988．8－14

1988．814

1988－8．14

1988．8．16

1988．8.17

レーニン三角朗 1929.10.2858

7，134S46 レーニン近藤和美 1941.11.2259

7J3440 S レーニン工藤豊 1947.10．160

7,134S40 ン
、
／

一
一
一
一

レ
し

森下健七郎61

7，13445 S羽村孝之62
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’番号 氏名 生年月日 登頂日

1988．8．17

年齢 国 山名 標高 備考

石田和吉63 44 S レーニン 7，134

64 坂原忠渭 1944.10.20 1988.8.17

1988.10.9

1989．416

43
へ

b レーニン

プモリ

7,134

野村光勇65 1944.10.25 43 N 7,161

辻美行66 1947．6．5 41 C シシャノ、fンマ 8，012

重野太肚二
ハ句

01 1943.4.17 1989.4.21 46 N ブモリ

コングール

コングール

コルジェネフスカヤ

コルジェネフスカヤ

コルジェネフスカヤ

7，161

武藤英生68 1949．3．26 19897．10140 C 7，719

69 安田越郎 1989．7．10 40
ハ

レ 7.719

佐藤英樹70 1948．4．25 1989．7．24 41
ハ

ご 7,105

7,105鴨沢修71 1989．7．24 40 S

木下祥子72 1943．12.20 1989.7.28 45 S 7，105

近藤和美73 1941．11．22 1989．8．6

1989.8.11

47
ハ

。 7,010

家田修74 42 S 7,010

井上博之7反
JJ 1989.8.15

戸rー

00 S 7,010

76 川原慶紀 1940.11.19 1989．8．15 48 S 7,010
｜
両 松本正城 1948．11．5 1989．8．15

1989．8．16

40 S 7,010

嶋村芙美江78 1933．1．28 56 S レーニン 7，134

藤倉歌都代79 1943．5．15 1989.8.16 46 S レーニン

シシャパンマC

シシャパンマC

ガッシャブルムⅡ

7，134

斎藤惇生80 1990．5．21

1990．5．21

60 Ｃ 8．008

中島道郎81 59 Ｃ 8,008

鈴木孝雄82 1938．5．18 1990.7．26 52 、
且． 8，035

83 池田壮彦 1990,8.3 43 S 7,010

関根幸次84 1933.10.1 1990．8.10
rー／h

oo I 7,075

天城敞彦85 1947．5．15

1948．2．16

1990.8．10 43 I 7‘075

保坂昭憲86 1990.8．10 42 I 7，075

桶川和気夫87 1950.3.14 1990.8.10 40 I 7，075

88 遠藤京子 1938.5．5

1940．225

1990．8.11

1990.8.11

53 I 7，075

|［’平川宏子89 |50 I 7,075

(注1）国名の略:N=ネパールP=パキスタンI=インドS=ソヒ･エトC=中国
B=プｰﾀﾝ

(注2）備考の○印は初登頂

(注3）実数74名。この内ソビエトだけの実登頂者は21名。8,000m峰は実数16名。
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Ｏ
Ｏ
ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ｔ

ｅ
ａ
ｕ

究
麺
ｇ
Ｓ
ｄ
Ｏ
ｈ
０

１
ｆ
ｒ
ｒ
・
１
ｔ
ｋ
ｂ

ｅ
ｅ
Ｃ
○
工
ａ

・
ａ
ｂ
ｂ
Ｃ
１
ｈ

ｐ
ｍ
、
ａ
ｕ
頁
】
ｅ

ｘ
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｆ
《
ｒ

Ｅ
・
工
ｍ
、
ｙ
ｋ
，
ｅ

ｎ
ｎ
Ｆ
ｈ

●
工
ｈ
０
５
ａ
ａ
Ｍ

ｒ
Ｃ
ｌ
ｈ
工
ｔ

ｔ
・
工
ｔ
ｔ
ｔ
ｒ

Ｏ
ｈ
ｅ
ｓ
ｕ
ｅ
。
Ｏ

ｇ
Ｗ
Ｗ
部
加
誠
匪
血
印

、

ａ
７
０
ｕ
ｔ
０
Ｗ
ｅ
ｒ
Ｏ

Ｇ
ｈ
ｑ
ゾ
Ａ
・
１
ｍ
ｄ
ｅ

ｔ
ｑ
》
Ｗ
ｙ
ａ
ｌ
ｄ

Ｊ
ｎ
ｌ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ

Ａ
ａ
ｔ
ｔ
ｒ
ｈ
Ｐ
・
工
ｔ

Ｈ
ｐ
ｒ
ｎ
〕
・
１
ａ
皿
Ｗ
・
１

０
０
１
ｍ
ｒ
ｔ

Ｗ
ａ
ｒ
ｎ
皿
昨
。
ｔ
Ｗ
ｒ

ｅ
ｔ
ａ
ｅ
ａ

【
、
ｅ
Ｏ
Ｓ
ａ
ｔ
ｇ

ｍ
・
工
Ｕ

、
ｍ
ｄ
ｅ
ｄ
ｄ

ｔ
ｕ
ｎ
ｈ
ｎ
宝
ｎ

Ｍ
Ｓ
ａ
ｔ
工
Ｏ
ａ

ｈ

ｇ
ｇ
ｎ
ｕ

７
．
１
ｅ
ｒ
Ｏ

ｅ
ｂ
Ｃ
ｕ
ｒ

ｒ
９
ｍ
ｏ
ｎ
Ｏ
ｈ
Ｃ

ｕ
ａ
・
工
ｔ
ａ
ｔ
ｅ

Ｏ
ｇ
ｌ
０
Ｖ
ｅ
ｃ

彊
・
工
ｇ
ｃ
Ｇ
ｄ
ｇ
ｄ
ｎ

ｈ
ｅ
ａ
ａ
ｎ
ｅ
ａ

ｏ
１
ｇ
ｂ
ｈ
，
ａ
ｓ
ｒ

ｍ
ｅ
ａ
ｔ
ａ
ｅ
ｈ
Ｓ
ａ

ｏ
Ｄ
ｇ
ｅ
・
工
ｔ
ｈ
Ｃ
ａ
ｅ

ａ
ｇ
ｈ
Ｗ
〆
’
１
ｔ
ｐ
１

０
ｎ
ａ
ｔ
ｋ
Ｏ
・
Ｃ

２
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｄ
ｔ
ｅ
ｋ

●
●

〔
工
ｅ
皿
ｅ
Ｗ
Ｓ
ｎ

２
．
ｅ
Ｏ
Ｃ
ｎ
。
．
ｕ
Ｏ

１
ｅ
ｈ
・
工
７
．
１
。
ａ
ｆ
ｄ
・
１

Ｖ
ｔ
Ｓ
笠
ａ
０
ｍ
ｈ
ｅ
Ｓ

ｔ
・
工
ｅ
《
工
Ｗ
・
『
』
。
ｅ
ｔ
Ｓ

ａ
ｒ
ｄ
Ｃ
Ｏ
ａ
ｐ
ｅ
ｋ
ａ
ｌ

ｒ
ｅ
ｅ
ｇ
ｄ
０
Ｗ
ｒ

ｍ

ｎ
ａ
ｋ
・
１
ｎ
ｅ
ｎ
ｏ
Ｏ
ｈ

ａ
ｃ
ｐ
０
ｋ
ａ
。
。
７
０
Ｓ
ｅ

ｐ
ｄ
ｅ
Ｓ
０
０
Ｓ
Ｒ
ｅ
ｐ

ａ
ｎ
ｈ
ｙ
・
工
ｙ
ｌ
ｕ
ｋ

Ｊ
ａ
ｃ
ｎ
ａ
７
ｔ
ｂ
ｔ
・
工
Ｏ

ａ
・
１
。
・
１
ｒ
ｔ
ａ
ｈ
ｔ

ｔ
ｍ
，
ｍ
Ｌ
ｙ
ｇ
ａ
ａ
ｙ
Ｓ

ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｂ
ｈ
ｉ
ｅ

ｅ
ｌ
ｃ
ｄ
ｄ
ｒ
・
１
Ｃ
Ｒ
ｕ

皿
、
ｈ
。
ｎ
ｄ

ｌ
○
ｂ
ｎ
ｅ
ｅ
ａ

Ｏ
ａ
ｋ
ｄ
ｐ
・
工
１
ｍ
ｕ
ｎ

Ｆ
ｒ
ｒ
Ｃ
・
工
γ
ａ
ｅ
・
１
．
１
。

ａ
ｐ
ａ
ａ
ｖ
ｎ
、
ノ
ｍ
Ｄ
ａ
、

邸
ａ
ｌ
ｅ
ｒ
ａ
Ｓ
Ｓ
ｎ
ｏ
ｅ
Ｓ
ａ

ｅ
ｐ
０
．
１
Ｓ
〈
Ｕ
ｒ
ｅ
ｏ

ｇ
Ｓ
ｃ
ｒ
ｐ
ｍ
・
工
ａ
・
１
・
・
ｔ
ｕ
Ｏ

ａ
ｉ
Ｍ
Ｏ
ｒ
Ｏ
３

ｋ
ｖ
ｍ
ｆ
１
ｅ
Ｊ
１
ｎ
ｒ
１
Ａ
ｈ
◇
・

ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ｈ
ａ
ａ
ｅ
Ｏ

Ｎ
０
ｔ
１
ｔ
ｔ
Ｗ
ｐ
Ｃ
ｔ
ｔ
１

ｔ
Ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ａ
・
１
Ｓ
●
Ｓ

ｄ
ｕ
ｖ
ｅ
ｒ
ｋ
Ｊ
ｒ
ａ
ｌ
‐
工
ｔ

ｎ
ｅ
Ｃ
ａ
、
Ｏ
ａ
Ｆ
壬
ｐ
ａ
ｒ
ａ

ａ
ｕ
ｒ
ｐ
ｆ
ｒ
ｔ
Ｏ
ｖ
ｕ

ｄ
ｅ
皿
・
工
・
工
ｒ
ｔ
１
０
ｈ

ａ
。
、
ｕ
ｄ
Ｈ
ｅ
ｎ
ａ
ｔ
ｔ
Ｓ

ｋ
ｅ
ｙ
ｏ
ｒ
ｑ
ｅ
１
０
Ｓ
ｅ

ａ
ｌ
ａ
ｄ
ａ
ｅ
ｔ
７
ｓ
・
１
ｅ
ｄ
ｋ

Ｓ
ｕ
ｄ
ｈ
・
工
、
Ｊ
、
Ｊ
・
工
ｈ
Ｆ
ｅ
・
１

０
ｄ
ｄ
ｋ
ｄ
ａ
。
Ｂ
ａ
ｌ
ｈ
ｈ

Ｈ
ｅ
ｅ
Ｓ
９
．
１
ｅ
ｕ
Ｃ
ｓ

埴
、
函
Ｗ

９
曲
麺
Ｓ
ｄ
脈
血
乃
Ｄ
皿
函
、

ｖ
》
Ｓ
Ｓ
ｖ
ｖ
ｆ
ｌ
ノ
ー
ｒ
、
・
１
ｒ

ｔ
ｔ
ｔ
ｍ
麺
Ｏ
ａ
ｕ
Ｏ
Ｈ
ｍ

ｒ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
Ｏ
ｄ
ｒ
Ｏ
ｒ
ｄ
Ｏ

ａ
ｎ
ｍ
ａ
ｒ
臼
、
ａ
だ
ｏ
ｎ
ｒ

ｙ
ｐ
・
１
・
ｈ
ｐ
ｄ
七
Ｅ
Ｗ
ｄ
ｔ
ａ
ｒ

ｓ
ｌ
ｈ
ｐ
ｔ
ｅ
ｄ
ｎ
．
１
ｎ
ｇ

Ｓ
ｕ
ｅ
ｅ
Ｏ
４
ｅ
ｔ
ｅ
ｅ
タ
・
３
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
ｄ

Ｅ
Ｊ
ｃ
ｂ
３
１
ｃ
・
工
ｒ
ｍ
ｅ
ａ
・
１
ｕ
ａ
ｅ

Ｒ
、
。
。
ｎ
日
ａ
ｐ
ｎ
Ｎ
ｙ
ｔ
ｄ
Ｗ
ｔ

Ｇ
ｈ
ａ
Ｓ
９
一
ａ
Ｏ
ｐ
ｉ
ｈ
土
ｔ
ｈ
ｒ
ｄ
ｈ
ｒ

Ｏ
ｔ
ｖ
ｙ
ｖ
ｐ
ｅ
ｕ
ｔ
ｋ
ｄ
ｒ
ｔ
ａ
ｙ
ｒ
ｔ
ａ

Ｒ
１
．
ａ
ｔ
２
．
ｅ
ｒ
ｑ
５
ｅ
ｎ
ａ
６
ｔ
ａ
ａ
７
ｔ

Ｐ
１
Ａ
ｄ
ａ
１
Ａ
ｄ
ｐ
ｅ
ｌ
Ｓ
ａ
ｐ
ｌ
Ｓ
Ｗ
Ｈ
１
Ｓ

頁
）
ｎ
●
ユｔｎａｌ

ｐ
ｇ
Ｓ
ｎ

ｎ
・
１

ａ
ｎ

ｒ
【
工
・
１

－
ｔ
Ｏ
ａｇ

ｅ
ｅ
ｌ
ｔ
ｎ

ｐ
ｕ
Ｏ

Ｏ
‐
七
Ｏ

ｅ
・
１
ｎ

ｐ
・
も
ｒ
Ｓ
ｅ

ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
一
上
戸
工

Ｓ
ａｍｅ

ｄ

ｌ
ｈ
ｈ

ｕ
ｅ
ｔ

Ｏ
．
而
皿

Ｃ
。
ｎ

ｍ
９
．
１

ｅ
．
ｎ

Ｗ
ｐ
・
１
ｄ

（
Ｕ
＋
Ｕ
ｅ

ｅ
０
．
１
‐
も

ｒ
。
。
Ｓ
ｒ

ｅ
［
Ｉ
・
１
ａ

ｈ
ｖ
ｔ

Ｗ
ｔ
Ｓ

Ｓ
『
ａ

ｓ
ａ
ｎ
ｅ

ｅ
ｐ
ａ
Ｗ

ｇ

ｎ
ｔ
ｄ
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ａ
ａ
Ｏ
ｇ

Ｇ
ｏ
ｎ

・
工
ｆ
－
．
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ｅ
ｈ
ｎ

ｈ
Ｓ
ｅ
ｒ

ｔ
ａ
ｌ
０

ｋ
ｂ
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ｇ
ｒ
ａ

ｎ
ａ
ｈ
ｅ

Ｏ
ｔ
Ｓ
ｈ

ｌ
ｔ
・
工
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ａ
Ｕ
ｒ
ｅ
ｎ

ｎ
ｄ
ｐ
・
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ａ
ｅ
ｒ
ｈ
ｅ
其
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ｖ
ｕ
ａ
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ａ
ｅ
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ｒ
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ｒ
ｄ
ｎ
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ｕ
ｎ
．
工
・
工

０
ａ
ｒ
ａ
ｕ
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、
ｅ
ｈ
ｃ
ｎ

Ｏ
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Ｕ
Ｏ
ｕ
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．
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ｏ
ｒ
Ｏ

Ｓ
ｒ
ｌ
Ｐ
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ｄ
ｄ

Ｏ
１
１

ｔ
ｕ
ｄ
ｕ

ｅ
Ｏ
‐
も
ｒ
ｄ
Ｏ
『
１
ｒ
ｈ

Ｗ
ｏ
ｅ
Ｃ
『
上
ｄ
Ｓ
ａ
・
工
Ｓ
ｃ
ｕ
ｕ
＋
Ｕ

ｄ
Ｓ
ｄ
ｕ
・
１
ｅ
ｎ
ｕ
Ｗ
ｄ
ｇ
ｅ
だ
Ｏ
・
工

。
ｅ
７
ｕ
ｅ
ｄ
ｒ
ｅ
だ
ａ
Ｏ
ａ
ｈ
Ｗ
・
１
ｗ

ｅ
ｙ
Ｃ
Ｓ
ｈ
ｔ
Ｗ
ｈ
ｔ
ｙ
ｂ
ｔ
ｔ
９

ｍ
ａ
ｕ
ｅ
Ｆ
上
Ｃ
・
１
Ｏ
ｙ
・
工
Ｃ
ｅ
ｎ
ｕ
ｎ
ｅ

Ｏ
ｄ
ｄ
ｇ
ｏ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
『
上
ｒ
ａ
ｅ
ｈ
ｇ
ａ
。
ａ
・
１
Ｃ

ｓ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
ｎ
ｒ
ｌ
‐
ｔ
ｅ
ｍ
ｔ
ｎ
ｐ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ

ｅ
ｒ
ａ
‐
方
ｒ
Ｏ
ａ
ｅ
ａ
Ｏ
ｒ
Ｏ
・
工
Ｏ
ｕ
ｂ
ｕ
『
上

、
ｔ
Ｇ
ｈ
ｇ
Ｇ
ｈ
ｕ
ｇ
ｃ
ｒ
ｐ
ｔ
ｏ
Ｏ
ｐ

。
ｏ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
Ｗ
ｔ
ｎ
ｔ
ｏ
ｅ
ａ
ｈ
ａ
Ｃ

Ｄ

・
１
ｅ
・
工
Ｗ
ａ
ｐ
Ｃ
ａ
Ｏ
ｄ
歪
ｅ
Ｓ
Ｓ
ｅ

ｍ
ｎ
ｈ
ｒ
Ｇ
ｕ
ｍ
ａ
Ｇ
ｎ
ａ
１
１
Ｓ
１

・
・
工
ｄ
ｔ
Ｏ
ｈ
Ｐ
Ｓ
・
・
工
ｄ
ｂ

ｐ
ｎ
ｅ
ｏ
Ｏ
ｇ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｔ
ｔ
‐
七
ｎ
ａ

Ｏ
ｔ
ａ
ｇ
ｈ
Ｓ
ｔ
ｎ
ｆ
Ｗ
Ｏ
・
工
ｈ
ｈ
ｄ
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
七

０
ｈ
ｎ
ｔ
Ｓ
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１
ｒ
ｄ
ｃ
ｇ
ａ
Ｏ
Ｃ
ｒ
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．
ｇ
ｄ
Ｏ
ｅ
ｎ
ｏ
‘
だ
・
１
．
１
ｈ
ｂ
・
１
－
０

ワ
－
．
１
ｅ
ｌ
ｎ
ｎ
Ｗ
ｇ
、
。
ｅ
ｈ
ｎ
●
ａ
ｈ
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ｅ
ｒ
ａ
Ｏ
ｄ
０
０
Ｓ
ｐ
９
Ｗ
ｏ
ｎ
Ｗ
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ｈ
ｅ
ｌ
ｄ
ｄ
ｏ
ｋ
ｕ
ａ
ｄ
ｈ
Ｏ
ｒ
Ｏ
Ｏ

Ｓ
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ｇ
ｄ
ｏ
ｎ
３
ａ
ｇ
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１
－
Ｗ
Ｏ
Ｏ
ｈ
ｔ
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ａ
ｎ
ｔ
ｎ
ｎ
Ｃ
ｔ
ａ
Ａ
４
ｅ
ｅ
ｇ
ｌ
ｏ
ｎ
や
ユ
ｔ

ｐ
・
１
ａ
・
工
ａ
ｎ
ｐ
ｍ
ａ
ａ
Ｃ
ｓ
ｎ
ｅ
ａ
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ら
１
．
ｅ
ｈ
ｎ
ａ
ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ

’
万
ｍ
ｌ
‐
も
ｎ
Ｗ
ｋ
ａ
ｒ
ｃ
ｑ
ａ
ｅ
ａ
ｅ
ｐ
ａ
Ｓ

ａ
Ｏ
Ｓ
ｏ
ｎ
ａ
、
ｂ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｈ
・
工
Ｏ
ｇ
ａ

Ｏ
１
ｒ
Ｏ
Ｓ
ｕ
ｎ
ｈ
Ｓ
ｍ
ｄ
ｔ
ｏ
ｃ
ｔ
９
Ｗ

・
工
Ｏ
ｅ
ｔ
ｒ
ｔ
ｒ
Ｏ
ａ
ｔ
ｒ
Ｏ
ｅ
ｎ
ｏ
Ｂ
ａ
ａ
ａ

ｒ
２
ｖ
Ｓ
（
工
邸
ｅ
Ｇ
ｄ
Ｏ
ｅ
Ｓ
ｈ
ｅ
『
上
Ｓ
ｂ
ｈ

ｔ
ａ
ｂ
ｎ
ｂ
ｔ
ｐ
０
ｔ
Ｇ
Ｃ

Ｏ
ｔ
ｒ
ｄ
ｎ
．
１
ｍ
ｈ
ａ
ｄ
ｍ
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ａ
・
９
・
工

９
ｕ
皿
ｎ
・
工
ｅ
ｅ
９
Ｎ
ｎ
ｅ
・
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ｔ
ｎ
ｈ

ｎ
Ｏ
ａ
ｈ
ｍ
ｕ
ａ
ｍ
ｄ
９
Ｍ
・
工
ｗ

ｍ
ｔ
０
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ａ
ｂ
ｒ
ｓ
ｏ
ｔ
ｔ
ｍ
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ｎ
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Ｇ
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ｅ
ｋ
Ｏ
Ｏ
ｒ
ａ
ｈ
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Ｏ
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ｒ
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唾
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ｒ
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ｈ
ｌ
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０
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‐
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Ｗ
ハ
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ｅ
ｋ
ｐ
ｅ
。
Ⅲ
ｔ
Ｓ
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皿
４
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ａ
ｔ
ｈ
ｕ
ｇ
ａ
Ｏ

ｅ
ｄ
・
工
ｍ
ｐ
ｅ
ｍ
ｔ
ｎ
ｈ
ｔ
ｔ
Ｃ
１

ｈ
ａ
ｈ
ｅ
ｕ
ｏ
ｇ
ｎ
ｒ
ｌ
ｎ
ｈ
ａ
ａ
ｅ
。
Ｒ
三

ｃ
ｍ
Ｓ
皿
ｈ
ｄ
ｐ
。
、
ｅ
ａ
・
ａ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｇ
ｈ
ｗ
ｋ

ａ
ｇ
ｏ
９
．
１
ｔ
ｄ
１
９
田
Ｓ
ｒ
，
１
Ｃ
ａ
ｏ
Ｓ

ｅ
ｅ
向
工
・
工
・
工
ｖ
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
ｏ
ｅ
ａ
ｎ
．
１
ｅ
Ｗ
ｏ
ｖ
Ｕ
ｎ
ｅ
ｌ
ｎ

ｒ
Ｗ
Ｏ
ｒ
ｈ
１
．
．
・
１
Ｇ
ｄ
Ｋ
ｙ
’
１
・
工
ｒ
ｂ
Ｓ
ｔ
ｐ
ｅ
ｐ
Ｏ
・
１

－
℃
ｋ
再
三
ｔ
ｅ
ａ
七
ｋ
、
ｅ
ｅ
ｒ
ｕ
ｈ
ａ
ｔ

ｄ
ｒ
ｆ
Ｏ
ｄ
ｃ
Ｓ
ｈ
・
１
Ｓ
Ｓ
ｄ
ｅ
庁
ら
ｈ
ａ
Ｗ
ｍ
〔
工
ｒ
Ｓ

ｎ
ｏ
ｆ
ｇ
ｅ
・
工
Ｏ
ｅ
・
Ｓ
ｔ
ａ
ｅ
ａ
ａ
、
ａ
ｔ
ｐ
ｔ
０

ｍ
泌
部

ａ
歪
ａ
ｎ
ｐ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｎ
・
工
Ⅲ
、
ｒ
Ｖ
ｈ
ｇ
ｏ
ｎ
ｐ
・
工

ｔ
ａ
ｐ
０
１
・
工
ｅ
ｇ
ｌ
ｅ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｂ
“

９
．
Ｓ
Ｇ
ａ
ｔ
Ｏ
ｄ
ｔ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｗ
ｅ
ｃ
ｎ

ｍ
極
酌
邑
Ｈ

ｙ
ｌ
Ｃ
１
０
，
ａ
ｅ
Ｏ
ｂ
ｔ
Ｓ
ｐ
ａ
Ｏ
ｇ

ｌ
Ｏ
ｄ
ｅ
ｅ
。
。
ａ
・
１
ｔ
ｎ
ｎ
ａ
ｖ
向
、
ｒ
ｅ
ｅ
ａ
ｌ
ｎ
ｄ

１
Ｃ
ｎ
ｈ
Ｗ
ｆ
３
ｄ
Ｓ
・
工
・
１
０
・
工
ｒ
・
１
歪
Ｗ
ｖ
万
ｐ
１
．
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ａ
ａ
ｔ
Ｏ
ｇ
ｎ
ｅ
ｌ
ｇ
Ｂ
ｒ
‘
工
ｅ
０
１
ｔ
Ｃ
皿
２

ｕ
ｔ
ｎ
Ｓ
ｍ
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
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ｅ
ｈ
ｎ
ｅ
ｅ
ｏ

ｄ
１
ｓ
・
９
Ｓ
ｒ
０
．
１
Ｃ
ｅ
・
１
ｒ
’
１
ｄ
ｅ
ｇ
ｈ
ｔ
Ｓ
ｅ
Ｓ
ｙ
ｈ
２

頭
皿
一

ａ
ｅ
ｒ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
ｚ
ｗ
ｈ
ｅ
Ｚ
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ｅ
ｈ
ｎ
ｔ
ｒ
ｈ
ｒ
ｌ
ｔ
Ｏ

ｒ
宝
ｅ
ｅ
◇
工
ｅ
ｂ
竃
ｄ
‐
１
．
ｓ
Ｗ
ｈ
・
工
Ｓ
ｈ
ｔ
・
工
ｍ
ｅ
Ｗ
ｕ
ｅ
ｈ
ｈ
ｙ

ｇ
、
ｐ
ｈ
ｐ
ｅ
ｍ
ｎ
ｔ
ａ
，
＋
Ｕ
十
Ｍ
ｕ
ｓ
ｎ
ｅ
ｅ
ｂ
Ｏ
ｐ
ｔ
ｇ
Ｏ

Ｓ
ｍ
ｔ
ｐ
Ｓ
ｅ
Ｓ
２
ａ
ｂ
ｒ
ｏ
ｅ
４
ａ
・
工
ｅ
ｅ
ｖ
ｈ
ｍ
ｎ
ａ
９
ｎ
ｔ
・
狸
麺
皿

ｔ
ｒ
ｅ
０
．
１
ｍ
ａ
２
ｍ
ｅ
ｔ
Ｗ
２
ｍ
ｄ
１
ｓ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｅ
ｄ
ｈ
２
．
１
１
ｅ
Ｊ

ｈ
ｅ
ｍ
ｈ
ｄ
ｂ
・
１
ｒ
・
工
Ⅲ
・
工
ｅ
ｂ
ｕ
ｅ
ｈ
ｍ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｄ
ｅ
ｂ
ｒ

ｇ
ｂ
ｈ
ｈ
Ｓ
１
ｅ
・
『
Ｊ
一
１
．
１
Ｃ
ｔ
－
１
ｎ
ｈ
ａ
ａ
ｔ
ｈ
Ｓ
ｃ
－
．
１
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ

●
工
ｍ
ｌ
Ｃ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
ｕ
Ｃ
ｅ
ａ
ｅ
ａ
Ｃ
・
工
ｔ
ｔ
Ｃ
ｅ
ｔ
ｎ
ｔ
ｌ
ａ
ｄ
Ｃ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
Ｓ

ｅ
ｅ
ｌ
ａ
９
０
０
Ｏ
ｈ
Ｏ
ｃ
ｈ
１
ｅ
ｈ
３
ｃ
０
５
ｓ
ｅ
ｈ
Ｏ
ｅ
６
１
ｅ
ｒ
ｎ
７
ｅ
０
０
Ｓ
１

ｈ
ｍ
Ａ
ｅ
『
上
Ｗ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
２
Ａ
ｔ
Ｇ
Ｓ
ｔ
２
Ａ
．
『
Ｊ
２
Ｅ
ｂ
ｔ
ｎ
１
２
Ａ
ｂ
ｂ
ａ
２
Ｄ
ｒ
３
Ｅ
ａ
３
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ｐ

Ｓ
ｅ
。
ｈ
，
ｗ
ａ

ｐ
ｒ
ｅ
ｐ
ｈ
Ｗ
ｔ
ｄ
ｅ
０
Ｗ
ｒ
‐
Ｔ

ａ
ｅ
ｅ
ｒ
『
▲
ｕ
ｔ
Ｏ
だ
・
１
ｅ
ｅ
ｎ
ｎ
ｎ
ｄ
ｎ
ａ
ａ
ｈ

ｅ
Ｗ
ｇ
ｅ
ｌ
ｎ
ｏ
Ｗ
ｈ
Ｗ
ｒ
０
．
１
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｗ
ｋ
ｌ
ｇ

ｈ
ｎ
ｈ
ａ
ｄ
ｎ
ｓ
Ｓ
ｕ
・
・
工
・
Ｓ
・
ｋ
ｈ
Ｓ
Ｏ
ａ
・
１
．
１

ｔ
ａ
Ｗ
Ｗ
ｎ
ｌ
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AklnoriHOSAKA

leaderof，HAJGangotriExpeditionl990
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インド大使館

在印日本大使館

インド登山財団(IMF)

ネルー登山学校

ICI石井スポーツ

岩舘センベイ店

呉羽化学

こまぐさ山岳会

塩野義製薬

昭和電工

ソニー・エナジー・テック

太陽化学

トゥ・キューピー

東洋紡績

東レ・ぺう事業部

㈱細川洋行

マルコメ味噌

明星食品

ユングフラウ同人

ロッテ・アド

御協力者名簿

大変お世話になりました。

厚く御礼申し上げます。

天城素子

伊藤久美子

伊藤弓子

伊藤守

稲田定重

梅本知栄子

遠藤登，

大久保博

尾形好雄

川崎浩史

川嶋保幸

越谷英雄

佐藤豊明

佐藤文保

関久雄

関根峰幸

関根吉江

高本信子

滝田悟

田中祥治

－69－

隊員一同

張麗雲

出口當

寺沢玲子

飛田和夫

中尾政樹

中岡久

松舘正義

宮川裕子

森下茂

山添修志

山中茂樹

山森欣一



編集後記

90年サトパント隊員のその後の活躍たるや素晴

らしいものがあります。まず91年の2月に、日印

合同でカンチェンジュンガ(8,586m)に挑んで後

藤が出発し、7月には関根がインド・カシミール

のヌン(7,135m)、平川が中国四川省の雪宝頂

(5,588m)へ、9月には中川がやはり四川省のミニ

ア・コンカ(7,556m)、遠藤がチョウ・オュー

(8,201m)へ出発します。

なんと10名中5名もが翌年に次の遠征に出ると

いうのですから、これもサトパント遠征隊の立派

な成果に数えていいでしょう。

こうした仲間の活躍を指をくわえて横目で睨み

ながら、居残り組を中心に黙々と編集作業を行っ

てきたのですから、多少の発行の遅れは大目に見

てもらえると勝手に思っております。

ともあれ、私たち10人が、1990年夏のガンゴト

リ・ヒマラヤで、お互いに力を出しあい、それぞ

れの情熱を燃やしてきた記録を、ここにまとめる

ことができました。遠征の準備をすすめて下さっ

た方々、遠征をささえて下さった方々に、この場

を借りて改めて御礼申し上げます。

尾ﾛ

聖地巡礼の山旅
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